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世界に広がる志布志港
　新若浜地区国際コンテナターミナルの供用開始に伴い、世界の物流拠点とし
て志布志港の果たす役割がますます期待されています。
　そこで、今月号では、「躍進する志布志港」と「物流等を支える事業所」を
紹介いたします。

志布志港の沿革
　志布志は、古くから海を糧に栄え、中世期の志布志は島津氏荘園唯一の水門 ( 港 ) として、この地の発展に大き
な足跡を残しています。海上交易が盛んになった江戸時代には、内外交易でひらけ、「志布志千軒の町」とうたわ
れるほどの町並みを形成し、活況を呈していました。
　昭和 44 年 4 月には、国の重要港湾の指定を受けました。その後、昭和 62 年に開港指定を受け、CIQ（税関、出
入国管理、検疫）機能が完備され、平成 8 年には九州唯一の中核国際港湾に位置付けられ、南九州地域における
国際物流拠点港として着実に発展しています。
　現在志布志港は、本港地区、外港地区、若浜地区及び新若浜地区の 4 地区で形成され、中でも若浜地区は、昭和
60 年の埋立竣工以来、昭和 62 年 4 月の開港指定や、大型船のけい留施設等の整備による世界各国からの穀物船等
の就航、臨海工業用地への大規模な穀物貯蔵施設・配合飼料製造業の関連企業等の立地により、南九州地域の物流
拠点として経済発展に大きく寄与しています。

整備が進む志布志港・・・本港、外港、若浜、新若浜地区

新若浜地区国際ターミナルの設備
項目 規模

ターミナル面積 約 19ha

港
湾
施
設

係留施設
対象船舶 50,000DWT 級
岸壁（-14.0m）1 バース
L=280m（310m）

荷役機械 ガントリークレーン 2 基
ふ
頭
内
施
設

エプロン敷地 約 1.7ha
マーシャリングヤード 約 1.5ha

コンテナ蔵置場
約 4.8ha
コンテナ蔵置能力	12 万 TEU
リーファコンセント	50 口（440V）

バックヤード 約　7ha
検査場 約 1.2ha
バンプール 約 1.6ha
野積燻蒸エリア 約 0.2ha

その他
シャーシー置場　約 0.3ha
駐車場　　　　　約 0.2ha
照明灯　　　　　　			6 基

建物

多目的上屋　　　1 棟
管理棟　　　　　1 棟
コンテナゲート　1 棟
マリンハウス　　1 棟
守衛室　　　　　1 棟

※施設内はソーラスゲートにより、入場規制がな
　されています。見学希望の方は港湾商工課まで
　お知らせください。

新若浜地区国際コンテナターミナル施設紹介
　増加する外貿コンテナ貨物に対応するため、平成 9 年度から整備が進められてきた「新若浜地区国際コンテナター
ミナル」が、本年 3 月 28 日に供用開始しました。
　岩壁の延長が 280m、推進が 14m であることから、5 万㌧級のコンテナ船の接岸が可能となり、今後、物流の
効率化が図られ、南九州の国際物流拠点港として、ますます発展することが期待されます。

問い合わせ・��と������・��と������

市役所港湾商工課　　　　℡ 474-1111（内線 286）
　　E メール　　　　kouwansinkou@city.shibushi.lg.jp

工業用地
　飼料製造、穀物貯蔵施設
　貨物運送業等
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志布志港の取扱貨物量
　志布志港は、わが国有数の畜産地帯を控え、臨海用地
の大規模飼料工場で配合されるトウモロコシや魚粉など
の飼料原料やタイヤ工場へのゴム樹脂輸入をはじめ、近
隣工場からのタイヤや半導体製造装置なども輸出され、
取扱量は、近年増加傾向にあります。
①港湾取扱貨物量　10,267,000 トン（平成 19 年）
■内貿 6,993,000 トン主な取扱品目（国内地域間の交易）
●移入・牧草、動植物性製造飼肥料、セメント、コンテ
　ナ、砂、砂利、水産品、木材チップ等
●移出・とうもろこし、雑穀類、動植物性製造飼肥料、
　製造食品、農産品等
■外貿　3,274,000 トン　主な取扱品目（外国貿易）
●輸入・飼料原料等の穀類（とうもろこし、その他穀類、
　麦、豆類等）
　動植物性製造飼肥料（骨粉、魚粉、大豆油かす、ふす
　ま等）、牧草、生ゴム製造食品、化学薬品、輸送機械、
　木製品等
●輸出・産業機械、紙、パルプ、タイヤ、原皮等
●取扱貨物のうち、外貿コンテナ貨物量は、航路の拡充
　や中国産稲わらの輸入再開等により、平成 20 年の外
　貿コンテナ貨物量は、7 万 2000TEU と過去最高を更
　新しています。
※博多港、北九州港に次ぎ九州第 3 位の規模となって
います。

■志布志港の外貿コンテナ定期航路
　志布志港には、中国、台湾、香港、韓国、フィリピンへの外貿コン
テナ航路が就航しており、香港、釜山、高雄、上海でのトランシップ
により、アジアをはじめ、北米、豪州等世界各国とも結ばれています。

■志布志港の国内定期航路
　志布志港には、４つの国内定期航
路が就航中であり、大阪・東京・沖
縄方面への内航フィルダーとしても
利用されています。なお、「さんふ
らわあ」や「フェリーありあけ」の
フェリー航路は、観光客の受け入れ
やビジネスにも利用されています。
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志布志港の外貿コンテナ貨物取扱量の推移

さら�る躍進を目指す・・志布志港
　志布志港で取扱う貨物としては、鹿児島・宮崎両県の産業である畜産に関わるものが主体であり、志布志港におけ
る配合飼料の生産量は年間約 230 万トンとなっています。
　志布志港湾振興協議会副会長の二人に「畜産王国を支える飼料供給基地として」「国内外の物流の拠点として」をテー
マとして、インタビューをお願いしました。
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志布志サイロ㈱

代表取締役社長
　小出孝文さん

日本通運㈱志布志支店

支店長
　中村正廣さん



③南日本く�あい飼料株式�社
　志布志工場
　志布志市志布志町志布志 3310
　℡ 099-473-3511
　代表　工場長　日高次徳
　従業員数　５５名
■業務内容　配合飼料製造（鶏・豚・牛）
　第一工場では、鶏豚用飼料専用工
場として月 3.5 万トンを、第二工場
では、牛用飼料専用工場として、月
2.4 万トンを生産しています。
■その他　畜産農家の負託に応える
ために、継続的な業務改善に取り組み、

「安全で良質な低コスト飼料」の安定
供給に一致団結して邁進しています。

②全農サイロ株式�社
　志布志市志布志町志布志 3312
　℡ 099-473-3560
　代表　取締役支店長　山本日出夫
　従業員数　３５名
■業務内容
　飼料用原料（とうもろこし・こう
りゃん・大麦・副原料・牧草他）
　大型専用船で海外から運ばれてく
るバラ穀物を荷揚げしています。
■その他
　全農グループの一員として日本農
業・地域社会を守り発展させるとい
う基本使命を担っています。

⑥株式�社　上組　志布志支店
　志布志市志布志町志布志 3306
　℡ 099-473-2486
　代表　執行役員支店長　井上博信
　従業員数　１２１名
■業務内容　港湾荷役・倉庫保管他
■その他　お客様に積極的に提案
し、ニーズに合致した物流サービス
を提供しています。
　常に時代の風を読み、変化する社
会の要請に即応しながら、一歩先の
テーマに取組み、企業価値の向上と
経営の安定に努め、ひいては豊かな
社会の実現に貢献することを企業理
念としています。

⑤志布志飼料株式�社
　志布志市志布志町志布志 3307
　℡ 099-473-1177
　代表取締役　本間憲男
　従業員数　１７名
■業務内容　配合飼料製造
■その他
　お客様と同じ想いで飼料を作って
います。

「届けよう安心！積み上げよう信
頼！」

④九州昭和産業株式�社
　志布志市志布志町志布志 3309
　℡ 099-473-3570
　代表　代表取締役　永田啓二
　従業員数　５０名
■業務内容　配合飼料製造（鶏・豚）
　安全で新鮮な原料を使用し、経済
性を考慮した設計のもと、品質重視
の製造・販売を行っています。
■その他　志布志市に本社を置く配
合飼料メーカーであり、「地元密着」

「畜産生産者のベストパートナー」
としての役割を果たすことが我々の
使命と考えています。

⑨株式�社ダイヤモンドフェリー
　志布志支店
　志布志市志布志町志布志 3292
　℡ 099-473-8185
　代表　支店長　中村幸男
　従業員数　９名
■業務内容
　フェリー「さんふらわあ」の運航
■その他
　志布志港～大阪南港間を毎日直行
便で結びます。
　豪華船内と海の自然の素晴らしさ
を満喫ください。

⑧株式�社　山下回漕店
　志布志市志布志町志布志 3304-1
　℡ 099-472-1401
　代表　代表取締役　田中久米雄
　従業員数　３３名
■業務内容
　内航運送取扱業・運送業・倉庫業
■その他
　地域企業と連携・協調し、地域社
会で信頼される会社を目指していま
す。

⑦協同フィッシュミール工業株式�社
　門司事業所志布志工場
　志布志市志布志町志布志 3305
　℡ 099-473-3533
　代表　工場長　浜田信太
　従業員数　９名
■業務内容　飼料製造（魚粉）
■その他
　滅菌処理の魚粉による安全安心な
製品を製造出荷しています。
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①志布志サイロ株式�社
　志布志市志布志町志布志 3313
　℡ 099-473-0316
　代表　代表取締役社長　小出孝文
　従業員数　１６名
■業務内容　家畜飼料用穀物の荷揚
げ・保管・出荷
　取扱品目は、輸入穀物（とうもろ
こし・こうりゃん・大麦）
　主な産地は、アメリカ・カナダ・
オーストラリア・アルゼンチン・中
国です。
■その他　安定的に飼料工場へ原料
を供給する戦略的穀物サイロとして
の責任を果たしています。
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■志布志港を支える事業所紹介
　若浜地区の臨海工業用地には、大規模なサイロや配合飼料製造工場をはじめ、関連企業等の企業立地も進んでお
り、港湾施設の整備拡充や交易の推進を目的に港湾振興協議会が設置されています。今月号では、協議会に加盟さ
れている事業所の一部を紹介します。

※今回は事業所の一部を紹介しています。（今後は CIQ・公共機関等の紹介も計画しています）

今回紹介する事業所一覧（地図の番号が紹介文の�社の位置に�ります）
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⑱西日本エンジニアリング株式�社
　志布志市志布志町志布志 3224-4
　℡ 099-473-1331
　代表　代表取締役　保　三也
　従業員数　４１名
■業務内容
　飼料穀物サイロ・飼料配合工場等
の機器設備の設計・製作・据付・修
繕・メンテナンス
■その他　
　ユーザーが求める効率的で安全性
に優れた機器によりニーズに応えて
います。
　「顧客満足日々挑戦」

⑰トヨタ L ＆ F 鹿児島株式�社
　志布志営業所
　志布志市志布志町志布志 3265-2
　℡ 099-472-4801
　代表　所長　末次幸男
　従業員数　１０名
■業務内容　フォークリフト、ショ
ベルローダー等の産業車両及び物流
機器の販売修理
　トヨタ製産業車両・物流機器販売
の県内唯一のディーラー
■その他
　４S（整理・整頓・清潔・清掃）の推進、
挨拶の励行を心がけ、働く人を大切に
する職場づくりに努めています。

⑯かごしま大東エンジニアリング
　株式�社　志布志工場
　志布志市志布志町志布志 3267-3
　℡ 099-472-5261
　代表　代表取締役　柳田辰男
　従業員数　１２名
■業務内容　
　船舶用艤装品、アンカー、アンカー
チェーン、救命艇の製造
■その他
　経営信条　①人材の振興　②人材
の開発　③人材の活用

	21	第一海運（株）志布志営業所
　志布志市志布志町志布志 3223-1
　℡ 099-473-2700
　代表　所長　田吹秀二
　従業員数　１７名
■業務内容　
　船舶代理店マルエーフェリー㈱志
布志営業所として東京・志布志・名
瀬・那覇の定期航路の運航と港湾運
送事業として、シャーシ貨物・コン
テナ貨物を取扱っています。
■その他
　共存共栄を社訓とし、首都圏と沖
縄、南九州間の物流を担っています。

⑳有限会社　司商事
　志布志市志布志町志布志 3223-3
　℡ 099-473-0619
　代表　代表取締役　佛山　司
　従業員数　17 名
■業務内容　
　輸入農畜産物の検査作業及び立会
代行業務・コンテナ貨物作業
■その他　　
　新若浜国際ターミナル内に新若浜
事務所を開設しました。

⑲八與運輸株式�社　志布志営業所
　志布志市志布志町志布志 3224-5
　℡ 099-472-0740
　代表　所長　富永信一
　従業員数　８名
■業務内容　
　港湾作業・運送業を行っており、
主な業務としては、塩の荷揚げ、倉
庫保管、輸送業です。
■その他
　「ありがとうの心を大切に」をモッ
トーに取り組んでいます。

⑫中部飼料株式�社　志布志工場
　志布志市志布志町志布志 3294-2
　℡ 099-473-3544
　代表　執行役員工場長　川上政彦
　従業員数　１６名
■業務内容
　配合飼料製造（鶏・豚・牛・養魚）
■その他
　皆様の食の安心・安全をお届けす
るための自社一貫体制による生産を
行っています。

「特性ある仕事をして社会に貢献す
る	」をモットーに !

⑪日本農産工業株式�社
　志布志工場
　志布志市志布志町志布志 3299
　℡ 099-473-3521
　代表　工場長　川端茂雄
　従業員数　３９名
■業務内容
　配合飼料製造（畜水産用）
■その他
　「食といのちの未来をひらく」
　いのちの営みを通じて、人々の健
康と幸せに貢献します。

⑩鹿児島共同倉庫株式�社
　志布志営業所
　志布志市志布志町志布志 3300
　℡ 099-473-3555
　代表　所長　池田成孝
　従業員数　４名
■業務内容
　飼料用原料（とうもろこし・大豆
粕）のサイロ保管
■その他
　３０基の倉庫では、約２万トンの
穀物を一時保管して各飼料工場に配
送しています。

⑮東洋埠頭株式�社　志布志支店
　志布志市志布志町志布志 3275-2
　℡ 099-473-2310
　代表　支店長　西　修一
　従業員数　１３１名
■業務内容
　貨物業として、飼料原料、コンテ
ナ貨物（タイヤ原料・雑貨）を取り
扱っており、南九州で使用される飼
料原料が大半です。
■その他
　最近の貨物動向として、環境にや
さしいエコ商品関連の原料が伸びて
きています。

⑭日本通運㈱志布志支店
　志布志市志布志町志布志 3276-1
　℡ 099-472-1121
　代表　支店長　中村正廣
　従業員数　３２名
■業務内容　総合物流業
■その他
　運輸の使命に徹して社会の信頼に
答えるために、業務の改善を図って
社運の発展に努めており、心身を健
全に保って明朗な生活を営むことを
社訓としています。

⑬株式�社　サンコー志布志営業所
　志布志市志布志町志布志 3275-3
　℡ 099-472-1039
　代表　代表取締役　木村増雄
　　　　　所　長　　安川　誠
　従業員数　１７名
■業務内容
　一般貨物運送事業・貨物利用運送
事業・倉庫業・沿岸荷役業。
■その他
　「幸福追求～よりよい人生を生き
る～」をグループの企業理念として
物質的、また精神的な幸福をめざし
て「明るく、楽しく、元気よく」をモッ
トーに事業に取り組んでいます。

■日本一の畜産県である鹿児島県は、家畜用飼料の大消費地です。

　外国から輸入されるトウモロコシ・麦・大豆かすなどの飼料原料は、まずサイロに搬入され、通関や検疫などの
手続きを終了した後、飼料工場等に配送されます。

○
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う
に
新
聞
や
テ
レ
ビ
等
に
出
て
き
ま
す

が
、
あ
き
ら
め
な
い
で
環
境
に
や
さ
し
い

行
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

使
っ
て
い
な
い
部
屋
の
電
気
は
消
す
、

買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
っ
て
行
く

と
い
っ
た
行
動
な
ど
こ
れ
ら
の
行
動
が
、

「
地
球
温
暖
化
防
止
」
に
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。

10
月
1
日
か
ら
レ
ジ
袋
有
料
化

　

10
月
1
日
か
ら
市
内
一
斉
の
レ
ジ
袋
有

料
化
に
向
け
て
環
境
学
習
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
自
治
会
や
職
場
、
サ
ー

ク
ル
な
ど
で
も
開
催
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

市
職
員
が
お
伺
い
し
「
な
ぜ
レ
ジ
袋
有
料

化
な
の
か
」
な
ど
に
つ
い
て
、
市
の
環
境

政
策
を
説
明
し
ま
す
。

　

な
お
、
環
境
学
習
会
を
実
施
し
て
い
た

だ
く
と
５
０
０
０
円
の
補
助
金
が
市
衛
生

自
治
会
か
ら
交
付
さ
れ
ま
す
。

■問い合わせ先　市民環境課環境政策室　℡ 474-1111（内線 131）

あ
き
ら
め
な
い
こ
と

　

地
球
温
暖
化
と
い
う
言
葉
が
毎
日
の
よ

人間に必要とされ買われたゴルフバッグ。
捨てられて口をゆがめながら何かブツブ

ツ言っています。みなさんの前へ引っ張り出し
てほしいのです。ごみの向こう側に歪んだ人間
の心が見え、さらにそれを優しく包み込んでい
る自然が見えます。
　誰も気がつかない自然の中にごみたちが侵略
しています。ごみは自然の中にとけこめないの
です。何か一つのものを大切にすることは、す
ばらしいことだと思います。
　私たちはいろんな物に囲まれて裕福な暮らし
をしています。
　新しい物に次から次へと変えてしまう。とて
もぜいたくなのです。毎日の生活の中で何気な
くやっていること、ごみたちの叫びに耳を傾け
てほしいのです。

捨てられたご�たちの「叫び③」
写真・文　環境省環境カウンセラー
　　　　　志布志市環境アドバイザー
　　　　　窪健一氏

タイトル
　「不機嫌」

地球にやさしいこと
　　　はじめよう！
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ハイイロゴケグモ
特
定
外
来
種
が
市
内
に
上
陸

　

ハ
イ
イ
ロ
ゴ
ケ
グ
モ
は
日
本
の
各
地
の

港
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
志
布
志
港

周
辺
で
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
な
生
息
場
所
は
排
水
溝
や
マ
ン
ホ
ー

ル
の
ふ
た
の
裏
、
ブ
ロ
ッ
ク
や
石
積
み
の

く
ぼ
み
や
穴
、エ
ア
コ
ン
の
室
外
機
の
裏
、

伏
せ
た
植
木
鉢
の
中
、
水
抜
き
管
の
中
等

で
す
。
見
か
け
た
場
合
は
、
市
販
の
殺
虫

剤
等
で
駆
除
す
る
と
共
に
市
役
所
環
境
政

策
室
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
ク
モ
は
、
攻
撃
性
は
な
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
毒
を
も
っ
て
い
ま
す
の

で
、
素
手
で
捕
ま
え
な
い
よ
う
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　

万
一
、
咬
ま
れ
た
場
合
は
、
水
で
洗
い
、

患
部
を
清
潔
に
し
、
直
ち
に
救
急
指
定
の

医
療
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市内で
の生育が確認
されました！

特定外来種の

喜
入
で
マ
ン
グ
ー
ス
生
息
確
認

　

６
月
に
喜
入
で
マ
ン
グ
ー
ス
の
生
息
が

確
認
さ
れ
た
と
い
う
報
道
が
あ
り
ま
し

た
。
侵
入
経
路
に
つ
い
て
違
法
飼
育
の

ペ
ッ
ト
が
逃
げ
た
か
、
貨
物
な
ど
に
紛
れ

込
ん
で
き
た
か
の
い
ず
れ
か
と
推
測
し
て

い
る
と
あ
り
ま
し
た
。
マ
ン
グ
ー
ス
は
、

肉
食
獣
だ
け
に
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

マ
ン
グ
ー
ス

　

西
ア
ジ
ア
や
イ
ン
ド
原
産
の
小
型
肉

食
獣
。
攻
撃
的
で
近
づ
く
と
か
み
つ
く

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
体
長
40
～
50
㎝

で
寿
命
は
3
年
～
4
年
。
ほ
乳
類
か
ら

昆
虫
ま
で
捕
食
し
、
奄
美

大
島
で
は
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ

ウ
サ
ギ
な
ど
希
少
種
・
固

有
種
の
被
害
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
養
鶏
の
卵
や

ひ
な
、
農
作
物
の
被
害
報

告
も
あ
り
ま
す
。

生
態
系
等
に
及
ぼ
す
被
害

　

生
態
系
は
、長
い
期
間
を
か
け
て
食
う
・

食
わ
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
を
繰
り
返
し
、

微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
の
も
と
で
成
立
し
て
い

ま
す
。
こ
こ
に
外
来
生
物
の
よ
う
に
外
か

ら
生
物
が
侵
入
し
て
く
る
と
、
生
態
系
の

み
な
ら
ず
、
人
間
や
農
林
水
産
業
ま
で
、

幅
広
く
悪
影
響
を
及
ば
す
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の
外
来
生
物
が
悪

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

た
い
て
い
の
外
来
生
物
は
自
然
の
バ
ラ
ン

ス
の
中
に
組
み
込
ま
れ
、
大
き
な
影
響
を

与
え
ず
に
順
応
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
中
に
は
非
常
に
大
き
な
悪
影

響
を
及
ぼ
す
も
の
も
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

「
特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係

る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
」
で
、
特

定
の
生
物
に
つ
い
て
は
飼
育
や
運
搬
を
禁

じ
て
あ
り
ま
す
。

　

実
は
、
マ
ン
グ
ー
ス
も
ハ
イ
イ
ロ
ゴ
ケ

グ
モ
も
、
こ
の
法
律
で
い
う
「
特
定
外
来

生
物
」
な
の
で
す
。

越
冬
で
き
る
気
候
に
な
っ
た

　

も
と
も
と
ハ
イ
イ
ロ
ゴ
ケ
グ
モ
は
亜
熱

帯
の
生
物
で
す
。
そ
し
て
マ
ン
グ
ー
ス
も

イ
ン
ド
原
産
と
い
う
こ
と
な
ら
ば
、
鹿
児

島
の
冬
は
、
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
は

ず
で
す
。
左
ペ
ー
ジ
の
棒
グ
ラ
フ
は
世
界

の
年
平
均
気
温
平
年
差
の
推
移
で
す
。

　

２
０
０
８
年
の
世
界
の
年
平
均
気
温

（
陸
域
に
お
け
る
地
表
付
近
の
気
温
と
海

面
水
温
の
平
均
）
の
平
年
差
は
＋
０
・
20

度
で
、
１
８
９
１
年
の
統
計
開
始
以
降
、

10
番
目
に
高
い
値
と
な
り
ま
し
た
。
世
界

の
年
平
均
気
温
は
、
長
期
的
に
は
１
０
０

年
あ
た
り
０
・
67
度
の
割
合
で
上
昇
し
て

お
り
、
特
に
１
９
９
０
年
代
半
ば
以
降
、

高
温
と
な
る
年
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

南
九
州
を
含
ん
だ
世
界
的
な
気
温
の
上

昇
が
「
越
冬
」
を
可
能
に
し
、
そ
し
て
繁

殖
も
可
能
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

窪健一氏

棒グラフ：各年の平均気温の平年値との差
太線（青・ピンク）：平年差の 5 年移動平均
直線（赤）：長期的�変化傾向
平年値は 1971 ～ 2000 年の 30 年平均値

世界の年平均気温平年差　　  気象庁ホームページより

市内で発�されたハイイロゴケグモ（写真提供：窪健一氏）
レジ袋有料化に向けて懸垂幕を作成しました
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人
権
擁
護
委
員
の
表
彰

　

６
月
25
日
、
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
る
坪
田
則
義
さ
ん
と
春
日
敏

彦
さ
ん
に
感
謝
状
及
び
表
彰
の
伝
達
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

坪
田
さ
ん
は
平
成
10
年
12
月
に
人
権
擁

護
委
員
と
し
て
任
命
さ
れ
、
４
期
目
で
10

年
７
か
月
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

度
、
こ
れ
ま
で
の
活
躍
に
対
し
て
法
務
省

人
権
擁
護
局
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
春
日
さ
ん
は
平
成
12
年
７

月
か
ら
３
期
目
で
９
年
間
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
回
、
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
会
長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

感
謝
状
を
受
け
た
坪
田
さ
ん
は
「
こ
れ

を
機
に
さ
ら
に
地
域
の
皆
様
の
人
権
擁
護

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

か
ご
し
ま
遊
楽
館
誕
生
祭

～
14
周
年
記
念
～
志
布
志
市
物
産
展

　

5
月
30
日
、
鹿
児
島
県
の
東
京
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
か
ご
し
ま
遊
楽
館
」
が
、

14
周
年
を
迎
え
「
誕
生
祭
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
、
志
布
志
市
の
特
産
品

特
集
と
い
う
こ
と
で
、
大
い
に
Ｐ
Ｒ
を
行

い
ま
し
た
。

　

志
布
志
市
か
ら
は
6
社
が
参
加
し
、
お
茶

や
焼
酎
、
ち
り
め
ん
、
黒
豚
加
工
品
等
を
販

売
し
ま
し
た
。
こ
の
日
し
か
扱
っ
て
い
な
い

商
品
も
あ
り
、
買
い
物
客
は
商
品
の
説
明
を

興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

観
光
ブ
ー
ス
で
は
、
関
東
在
住
の
「
関

東
志
布
志
連
」
の
皆
様
が
お
手
伝
い
に
駆

け
つ
け
、
や
っ
ち
く
松
山
藩
の
忍
者
と
一

緒
に
、
志
布
志
市
の
案
内
や
ゲ
ー
ム
を
呼

び
か
け
、会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

志布志市の珍しい特産品に多くの人が立ち寄りました

第
5
回
関
西
か
ご
し
ま
フ
ァ
ン
デ
ー

　

5
月
24
日
、
京
セ
ラ
ド
ー
ム
大
阪
で
、

今
年
で
5
回
目
を
迎
え
る
「
関
西
か
ご
し

ま
フ
ァ
ン
デ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影

響
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
、
鹿

児
島
県
内
か
ら
約
２
０
０
社
が
出
店
し
、

ス
テ
ー
ジ
で
は
演
歌
歌
手
の
中
村
美
津
子

さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
や
、
三
遊
亭
歌
之
介

さ
ん
の
落
語
な
ど
も
行
わ
れ
、
3
万
2
千

人
の
来
場
者
は
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

市
内
か
ら
も
特
産
品
を
扱
う
６
社
が
出

店
し
、
市
も
一
体
と
な
り
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行

い
ま
し
た
。
現
在
、
関
西
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
市
内
出
身
の
「
関
西
郷
土
会
」
の
皆

様
の
協
力
も
あ
り
、
志
布
志
市
ブ
ー
ス
は

大
変
活
気
が
あ
り
ま
し
た
。

多くの来場者でにぎわいました

受賞した春日さん（左）と坪田さん（中央）
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ハ
ウ
ス
み
か
ん
ハ
サ
ミ
入
れ
式

　

６
月
18
日
、
志
布
志
町
田
之
浦
の
吉
留

修
さ
ん
の
ハ
ウ
ス
み
か
ん
園
で
、
関
係
者

が
多
数
見
守
る
な
か
、
平
成
21
年
産
Ｊ
Ａ

そ
お
鹿
児
島
ハ
ウ
ス
み
か
ん
ハ
サ
ミ
入
れ

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
Ｊ
Ａ
そ
お
鹿
児
島
ハ
ウ
ス
み
か

ん
出
荷
会
で
は
11
戸
の
農
家
が
２
８
０
㌃

の
面
積
で
栽
培
し
て
お
り
、
市
内
に
は
２

戸
の
農
家
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

　

み
か
ん
園
の
吉
留
さ
ん
は
「
や
っ
と
忙

し
い
時
期
が
き
ま
し
た
。
夏
場
は
暑
く
て

大
変
で
す
が
と
て
も
や
り
が
い
が
あ
り
ま

す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
み
か
ん
は
お
盆
前
ま
で
出
荷
さ
れ

全
体
で
１
４
０
㌧
が
県
内
へ
出
荷
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
同
ブ
ラ
ン
ド
の
み
か
ん

を
お
中
元
な
ど
に
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「
大
地
の
下
に
は
」
歌
碑
除
幕
式

　

6
月
４
日
、
有
明
開
田
の
里
公
園
で
詩

人
の
岡
田
哲
也
さ
ん
の
詩
「
大
地
の
下
に

は
」の
歌
碑
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
詩
は
、
平
成
8
年
10
月
に
開
催
さ

れ
た
第
19
回
全
国
土
地
改
良
大
会
鹿
児
島

大
会
の
記
念
作
品
と
し
て
作
詞
さ
れ
た
も

の
で
、
モ
チ
ー
フ
は
県
の
開
田
事
業
の
先

駆
け
と
な
り
ま
し
た
「
馬
場
藤
吉
翁
」
の

生
涯
を
詠
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
歌
碑
は
、
開
田
の
里
歌
碑
建
立
実
行

委
員
会
が
将
来
へ
「
志
」
を
引
き
継
ぎ
た
い

と
浄
財
を
募
り
建
立
し
た
も
の
で
す
。

　

同
実
行
委
員
会
の
堀
口
泰
久
委
員
長
は

「
こ
の
公
園
に
遊
び
に
来
た
時
は
、
ぜ
ひ

こ
の
歌
碑
を
見
て
開
田
の
『
志
』
を
感
じ

て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
新
嘗
祭
に
向
け
て

　

６
月
24
日
、
平
成
21
年
度
新に

い
な
め
さ
い

嘗
祭
「
献

穀
」
に
向
け
、
志
布
志
町
内
之
倉
の
徳
重

義
朗
さ
ん
が
献
穀
者
に
選
定
さ
れ
、
祈
願

祭
と
播
種
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
嘗
祭
は
、
11
月
23
日
頃
に
天
皇
が
、

五
穀
の
新
穀
を
天て

ん
じ
ん
ち
ぎ

神
地
祇
に
勧
め
、ま
た
、

自
ら
も
こ
れ
を
食
し
て
、
そ
の
年
の
収
穫

を
感
謝
す
る
祭
儀
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
献
穀
が
滞
り
な
く
行
え
る

よ
う
に
関
係
者
等
50
人
程
が
見
守
る
中
で

神
事
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
の
播
種
式
で
は

皆
で
粟
の
種
を
ま
き
ま
し
た
。

　

徳
重
さ
ん
は
「
献
穀
者
に
選
定
さ
れ
大

変
名
誉
に
思
い
ま
す
。
こ
の
地
は
先
祖

代
々
継
が
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
地
域
も

一
体
と
な
り
良
い
粟
を
収
穫
で
き
る
よ
う

に
努
め
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

参加者も全員で粟の種をまきました

曽
於
支
部
消
防
団
球
技
大
会
で
優
勝

　

６
月
28
日
、
大
崎
町
体
育
館
で
開
催
さ

れ
た
曽
於
支
部
消
防
団
球
技
大
会
に
市
内

の
消
防
団
か
ら
も
３
チ
ー
ム
が
出
場
し

潤
ヶ
野
分
団
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

な
お
、準
優
勝
は
八
野
分
団
、三
位
（
同

率
）
に
田
之
浦
分
団
が
入
賞
す
る
な
ど
市

内
の
消
防
団
が
上
位
を
独
占
し
ま
し
た
。

　

出
場
し
た
ど
の
分
団
も
仕
事
の
合
間
を

見
な
が
ら
消
防
活
動
の
傍
ら
練
習
を
重
ね

て
お
り
、
試
合
で
は
ス
ピ
ー
ド
の
あ
る
動

き
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
優
勝
し
た
潤
ケ
野
分
団
は
7
月

16
日
に
鹿
児
島
市
で
開
催
さ
れ
る
鹿
児
島

県
大
会
に
曽
於
地
区
の
代
表
と
し
て
出
場

し
ま
す
。

優勝した潤ヶ野分団の皆さん 【お詫び】6月号のまちの話題で紹介しました民生委員・児童委員の
　　　　人数は 94 人の間違いでした。お詫びのうえ訂正いたします。

今年の初出荷を記念してテープカットが行われました

小
牧
太
さ
ん
が
市
役
所
を
訪
問

　

6
月
11
日
、
有
明
町
伊
﨑
田
出
身
の
日

本
中
央
競
馬
会
（
Ｊ
Ｒ
Ａ
）
騎
手
の
小
牧

太
さ
ん
が
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
問
は
小
牧
さ
ん
が
自
分
の
故

郷
で
あ
る
志
布
志
市
の
社
会
福
祉
に
役
立

て
て
ほ
し
い
と
志
納
税
の
申
し
出
が
あ

り
、
多
忙
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
家
族

と
の
面
会
等
を
兼
ね
て
帰
省
し
た
た
め
に

実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

小
牧
さ
ん
は
昭
和
60
年
に
初
騎
乗
し
て

か
ら
地
方
競
馬
で
活
躍
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
16
年
に
中
央
競
馬
に
移
籍
し
、

昨
年
は
桜
花
賞
を
制
す
る
な
ど
活
躍
し
て

い
ま
す
。

　

心
温
ま
る
志
納
税
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

志布志市を訪れた小牧太さん（中央）

関係者が集まり歌碑の除幕を行いました
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二
輪
車
教
室
を
実
施
し
ま
し
た

　

６
月
４
日
、
志
布
志
自
動
車
学
校
で
、

有
明
高
等
学
校
の
生
徒
60
人
が
参
加
し
て

二
輪
車
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
自
動
車
学
校
と
志
布
志
警

察
署
が
合
同
で
開
催
し
た
も
の
で
、
最
近

の
交
通
情
勢
の
講
話
や
法
規
走
行
、
事
故

事
例
を
基
に
し
た
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
３

班
に
分
か
れ
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

同
高
校
は
、
志
布
志
警
察
署
の
原
付
安

全
利
用
モ
デ
ル
校
に
も
指
定
さ
れ
て
お
り

参
加
し
た
高
校
生
は
「
普
段
乗
り
な
れ
た

原
付
の
危
険
性
に
つ
い
て
再
確
認
し
ま
し

た
」「
こ
れ
か
ら
も
法
律
を
遵
守
し
て
安

全
運
転
に
努
め
ま
す
」
と
い
っ
た
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。
今
後
も
安
全
運
転
を
お
願

い
し
ま
す
。
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西
日
本
年
齢
別
選
手
権
水
泳
大
会

　

５
月
23
日
、
24
日
に
熊
本
市
で
開
催
さ

れ
た
「
第
41
回
西
日
本
年
齢
別
選
手
権
水

泳
大
会
」
に
志
布
志
ド
ル
フ
ィ
ン
ズ
ス
イ

ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
（
大
脇
雄
三
代
表
）.

の

16
人
が
出
場
し
20
種
目
で
決
勝
進
出
す
る

な
ど
活
躍
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
17
歳
以
上
で
山
口
大
貴
選
手

が
２
０
０
㍍
平
泳
ぎ
（
大
会
新
）、
13
歳

～
14
歳
で
山
口
観
弘
選
手
が
１
０
０
㍍
・

２
０
０
㍍
平
泳
ぎ
（
大
会
新
）、
11
歳
～

12
歳
で
安
田
雄
生
選
手
が
２
０
０
㍍
自
由

形
で
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
山
口
観
弘
選

手
が
最
優
秀
選
手
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
で
は
、
大
脇
代
表
の
指
導
の

も
と
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
今
後
の
更

な
る
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

大�で活躍した志布志ＤＣの皆さん

児
童
に
祝
福
さ
れ
て
メ
ー
さ
ん
結
婚

　

６
月
２
日
、
尾
野
見
小
学
校
の
児
童
が

３
年
間
飼
育
し
て
い
る
雌
ヤ
ギ
の
メ
ー
さ

ん
の
結
婚
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

お
む
こ
さ
ん
に
や
っ
て
き
た
の
は
ポ
テ

ト
君
（
5
か
月
）
で
、
近
所
に
住
む
古
渡

菊
男
さ
ん
が
飼
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

　

結
婚
式
に
先
立
ち
古
渡
さ
ん
は
ヤ
ギ
の

寿
命
や
死
産
の
可
能
性
な
ど
命
の
大
切
さ

に
つ
い
て
話
し
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
子
ど
も
た
ち
が
作
っ
た
シ
ロ
ツ

メ
ク
サ
の
冠
を
か
け
、
ケ
ー
キ
に
見
立
て

た
キ
ャ
ベ
ツ
と
バ
ナ
ナ
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま

し
た
。
児
童
を
代
表
し
て
1
年
生
の
加
世

田
凜
花
さ
ん
と
2
年
生
の
津
曲
莉
緒
さ
ん

が
「
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
元

気
な
赤
ち
ゃ
ん
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
」
と
祝
福
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

ポテトくん（左）とメーさん（右）にお祝いの言葉を贈る児童

蓬
原
小
バ
レ
ー
県
大
会
で
活
躍

　

6
月
21
日
、
霧
島
市
で
開
催
さ
れ
た
全

日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
鹿
児
島
県
大

会
男
子
の
部
で
、
蓬
原
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
が
３
位
入
賞
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
県
内
各
地
区
代
表
の
24

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
同
少
年
団
は
一
番
小

柄
な
ち
び
っ
こ
チ
ー
ム
で
し
た
が
、
抜
群

の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
３
位
に
入
賞
し
、
8

月
29
日
か
ら
大
分
県
で
開
催
さ
れ
る
『
第

24
回
全
九
州
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
女

優
勝
大
会
』
に
鹿
児
島
県
代
表
と
し
て
初

出
場
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

選
手
は
蓬
原
小
学
校
の
6
年
生
5
人
、

5
年
生
1
人
、
4
年
生
3
人
、
3
年
生
1

人
、
2
年
生
3
人
の
計
13
人
で
、
週
3
回

の
練
習
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
九
州
大
会

で
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

県代表として九州大�に出場する蓬原小バレーの皆さん

今年もオオガハスが咲きました

　西光保育園で古代のハスといわれ
る「オオガハス」が、鮮やかなピン
クの花を咲かせました。
　このオオガハスは、保育園内の手
作りの池で栽培されており毎年きれ
いな花を咲かせています。
　花は午後には閉じてしまい 3 日
間位で散ってしまうので、この花
が咲くと珍しさも手伝ってか子ども
たちは大変喜んでいます。今年は 6
月 16 日に最初の花が咲き、これま
でに 10 個程の花が咲きました。

神秘的�オオガハスに喜ぶ子どもたち

スタッフに歯磨き指導を受ける児童

自
分
の
歯
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た

　

６
月
４
日
は
「
虫
歯
予
防
デ
ー
」
と
い

う
こ
と
で
、
市
内
の
各
学
校
等
で
様
々
な

取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

田
之
浦
小
学
校
で
は
た
ん
ぽ
ぽ
オ
ー
ラ

ル
ケ
ア
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
尖
克
仁
院
長
の
ほ

か
ス
タ
ッ
フ
４
人
が
、
子
ど
も
た
ち
一
人

ひ
と
り
の
虫
歯
リ
ス
ク
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
子
ど
も
た
ち
に
特
殊
な
ガ
ム
を
噛
ん

で
も
ら
い
、
唾
液
を
調
べ
て
虫
歯
に
な
り

や
す
さ
を
調
べ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
昨
年
、
撮
影
し
た
自
分

た
ち
の
口
の
な
か
の
写
真
等
が
綴
じ
ら
れ

た
フ
ァ
イ
ル
に
当
日
の
虫
歯
リ
ス
ク
に
つ

い
て
書
き
込
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、
歯
の

磨
き
残
し
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
日
頃
の
歯
の

手
入
れ
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

五つ子の�すができました

　松山町新橋の兒玉正文さんの家庭
菜園で五つ子ナスが収穫され、近所
で話題になっています。
　兒玉さんは「実が付いた時は四つ
子でビックリしましたが、大きくな
って収穫したら何と五つ子でした」
と話し「食べるのがもったいない」
と収穫してからも暫くは飾って自宅
を訪れた人を喜ばせていました。

グローブ�たい�ナスにびっくり

さつまいもの苗を植えました

　６月９日、有明保育所近くの畑で、
あおぞら農協青壮年部（国重賢一郎
部長）と同保育所園児約 50 人が一
緒にさつまいもの苗を植えました。
　この活動は、子どもたちに農業の
素晴らしさを知ってもらおうと平成
16 年から取り組んでいるもので、今
年で６回目の取り組みになります。
　青壮年部は数日間かけてマルチ栽
培用のフィルムを張るなど準備を行
ました。当日は６人の部員が子ども
たちの指導を行いました。

子どもたちと芋植えを楽しむ�員

 

乗り�れた原動機付自転車の基本を再確認しました
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鮎
の
放
流
を
し
ま
し
た

　

６
月
２
日
、
前
川
上
流
で
稚
鮎
の
放
流

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
放
流
は
、
水
産

資
源
の
保
護
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、
放
流
に
は
、
川
や
魚
に
親
し
ん
で

も
ら
お
う
と
、
近
く
の
た
ち
ば
な
保
育
所

に
通
う
園
児
18
人
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
10
㌢
程
の
稚
鮎
を
水

際
ま
で
バ
ケ
ツ
で
運
び
「
元
気
に
育
っ
て

ね
」
等
と
声
を
か
け
な
が
ら
川
に
放
し
ま

し
た
。
放
流
さ
れ
元
気
に
泳
ぎ
回
る
稚
鮎

に
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

放
流
後
、
中
島
弘
美
園
長
が
「
鮎
の
お

友
達
の
た
め
に
、
こ
の
川
を
き
れ
い
に
し

ま
し
ょ
う
ね
」
と
呼
び
か
け
る
と
、
子
ど

も
た
ち
は
大
き
な
声
で
「
は
ー
い
」
と
返

事
を
し
て
い
ま
し
た
。

「元気に育ってね！」声をかけ�がら放流する園児
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山
宮
系
神
舞
の
仮
面
及
び
衣
装
が
県

の
有
形
民
俗
文
化
財
指
定
に

　

先
に
、
県
の
文
化
財
保
護

審
議
会
か
ら
県
教
育
委
員

会
へ
有
形
民
俗
文
化
財
と

す
る
よ
う
答
申
が
出
さ
れ

て
い
た
『
山
宮
系
神
舞
の
仮

面
及
び
衣
装
』
は
、
４
月
21

日
付
で
県
指
定
の
有
形
民

俗
文
化
財
と
な
り
、
６
月

５
日
に
関
係
者
へ
指
定
書

の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
宮
系
神
舞
の
仮
面
及

び
衣
装
と
は
、
安
楽
山
宮

神
社
、
田
之
浦
山
宮
神
社
及
び
伊
﨑
田
の

白
鳥
神
社
に
伝
わ
る
神
舞
に
使
用
さ
れ
る

仮
面
と
衣
装
の
こ
と
で
あ
り
、
今
回
、
安

楽
山
宮
神
社
に
お
い
て
は
仮
面
５
点
と
衣

　

志
布
志
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
を

進
め
る
た
め
の
行
動
計
画
で
あ
る
「
志

布
志
市
男ひ

と女
が
と
も
に
輝
く
ま
ち
づ
く

り
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
「
審
議
会
委
員

等
へ
の
女
性
の
積
極
的
な
登
用
」
を
掲

げ
、
女
性
登
用
目
標
値
を
平
成
24
年
度

ま
で
に
32
㌫
を
下
回
ら
な
い
委
員
構
成

の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
本
市
設
置
の
審
議
会
等
へ

の
女
性
委
員
の
登
用
状
況
（
平
成
21
年

3
月
31
日
現
在
）
に
つ
い
て
、
下
記
の

と
お
り
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
末
の
女
性
の
登
用
率
は

28
・
3
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
前
年
度
よ
り

0
・
8
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ
し
て
お
り
、

女
性
委
員
の
登
用
率
が
上
昇
し
た
審
議

会
等
の
数
が
14
に
上
る
な
ど
、
取
組
の

成
果
は
着
実
に
現
れ
て
い
ま
す
。
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N
e
w

s

装
４
点
、
田
之
浦
山
宮
神
社
に
お
い
て
は

仮
面
５
点
と
衣
装
４
点
、
白
鳥
神
社
に
お

い
て
は
仮
面
４
点
と
衣
装
４
点
が
指
定
と

な
り
ま
し
た
。

　

公
開
展
示
は
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
各
神
社
の
次

の
行
事
の
際
に
仮
面
及
び

衣
装
が
使
用
さ
れ
神
舞
が

舞
わ
れ
ま
す
の
で
、
是
非

ご
見
学
く
だ
さ
い
。

●
田
之
浦
山
宮
神
社
の
春
祭
り（
ダ
ゴ
祭
り
）

　

２
月
の
第
１
日
曜
日
（
予
定
）

●
田
之
浦
の
夜
神
楽　
　
　
　
　
　
　
　

　

11
月
～
12
月
（
未
定
・
隔
年
実
施
）

●
伊
﨑
田
白
鳥
神
社
の
春
祭
り　
　
　
　

　

３
月
の
第
一
日
曜
日
（
予
定
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
文
化
財
管
理
室

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
３
４
３
）

　

看
護
師
と
い
え
ば
、
ま
だ
女
性
の
看
護
師
を
思
い
浮
か
べ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
最
近
で
は
男
性
の
看
護
師
が
徐
々
に
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
び
ろ
う
の
樹
整
形
外
科
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

准
看
護
師
の
中
村
正
樹
さ
ん（
34
歳
）に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

11
歳
の
と
き
、
祖
父
の
肺
ガ
ン
と
い
う
闘
病
時
期
に
、
1
か
月

自
宅
で
家
族
全
員
で
介
護
を
し
た
の
が
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
方
か
ら
は
男
性
の
看
護
師
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
な
い
よ

う
で
す
が
、
精
神
科
で
は
男
性
の
看
護
師
は
割
り
と
多
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
女
性
が
多
い
職
場
で
初
め
は
、
孤
独
感
が
あ
り
ま
し
た

が
、
女
性
が
苦
手
な
機
械
や
体
力
を
使
う
仕
事
な
ど
、
男
性
で
あ
る

こ
と
を
活
か
せ
る
場
面
も
多
く
、
や
り
が
い
も
大
き
い
で
す
ね
。

　

女
性
の
患
者
さ
ん
の
清
拭
な
ど
は
女
性
の
看
護
師
に
代
わ
っ
て

も
ら
う
ほ
か
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

正
看
護
師
の
資
格
を
取
得
し
、
知
識
と
技
術
を
身
に
付
け
認
定
看

護
師
、
専
門
看
護
師
を
極
め
、
後
輩
に
指
導
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

8
歳
と
5
歳
の
父
親
で
す
。
妻
も
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
て
い
る

た
め
、
お
互
い
家
事
や
育
児
に
お
い
て
協
力
し
て
い
っ
た
方
が
夫

婦
円
満
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

■問い合わせ先　企画政策課男女共同参画係　℡	474-1111（内線 250・255）

～看護師～

准看護師として活躍する
中村正樹さん

Ｑ
．
看
護
師
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
動
機
は
？

Ｑ
．男
性
の
看
護
師
と
い
う
の
は
珍
し
い
と
思
う
の
で
す
が
？

と

もに輝く男
ひ

ひ女

vol.4

男女がともに認め合い、
いきいきと輝くまちをつくろう

男女共同参画社会
の実現を目指して

Vol.41

Ｑ
．ど
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
て
働
い
て
い
ま
す
か
？

志
布
志
市
の
各
種
審
議
会
等
に
お
け
る
女
性
委
員
の
登
用
状
況

平成 20 年度末（平成 21 年 3 月 31 日）現在
審議会等総数 委員総数 うち女性 登用率

50 824 233 28.3
平成 19 年度末（平成 20 年 3 月 31 日）現在

審議会等総数 委員総数 うち女性 登用率
50 870 239 27.5

■参考
20 年度末 19 年度末

女性委員が 33％以上の審議会等 18（36%） 13（26%）
女性委員がいない審議会等 8（16%） 10（20%）

（　）内は審議会総数に占める割合

■女性委員の登用率の変化
審議�数

登用率が上昇した審議会等 14
登用率が低下した審議会等 5
登用率に変化がない審議会等 18

■今後の取組
　女性委員の就任が困難な職務指定（特定の役職についていること
を委員就任の要件としているもの）の見直し等により、女性が登用
されやすい環境推進に取り組みます。

Ｑ
．
看
護
師
と
し
て
の
目
標
は
？

Ｑ
．
仕
事
と
家
事
・
育
児
に
つ
い
て
？

レクリェーションの研修を受ける参加者

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
研
修

　

6
月
13
日
か
ら
14
日
に
か
け
て
、
霧
島

自
然
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
市
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
と
市
青
年
団
の
会
員
計

15
人
が
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
自
分
た
ち
で
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
を
企
画
、
実
行
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め

の
研
修
で
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ

れ
の
企
画
し
た
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
実
践

し
て
、
青
年
団
と
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　

14
日
は
、
施
設
か
ら
丸
尾
の
滝
ま
で
サ

イ
ク
リ
ン
グ
を
行
い
、
初
夏
の
霧
島
を
楽

し
み
ま
し
た
。
桐
木
彩
乃
会
長
は
「
今
回

の
宿
泊
学
習
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
今
後
の

活
動
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

「男女共同参画」出前講座に伺います！

　「〝男女共同参画〟ということばは聞いた
ことがあっても、内容がよくわからない」
そんな皆様に知って頂くために、男女共同
参画係では「出前講座」にお伺いします。
　6 月 24 日、いきがい大学田之浦学級生 21
人の方々にパソコンを使ってお話をしました。
　時代が変わり、人の生活も変わっていき
ます。なかなか人の考え方を変えることは
難しいのですが、時代がどう変わっている
のかをお話しさせていただきます。
　皆様の PTA、公民館などお気軽にお申し
込みください。

指定書を持つ関係者の皆さん

父
の
日
に
牛ち

ち乳
を
贈
り
ま
し
た

　

６
月
14
日
、「
父
の
日
に
牛ち

ち乳
を
贈
ろ

う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
展
開
し
て
い
る
志

布
志
酪
農
協
業
組
合
青
年
部
（
井
手
聡
会

長
）
が
、
山
重
幼
稚
園
の
園
児
に
牛
乳
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
園
児
に
お
父
さ
ん

の
似
顔
絵
を
描
い
て
も
ら
い
そ
の
お
礼
に

南
日
本
酪
農
㈱
か
ら
牛
乳
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
は
、
同
幼
稚
園
の
日
曜
参
観

日
で
集
ま
っ
た
親
子
連
れ
は
思
い
が
け
な

い
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
大
喜
び
し
ま
し
た
。

　

同
幼
稚
園
の
保
護
者
会
長
で
牛
乳
を
準

備
し
た
鹿
児
島
県
酪
農
業
協
同
組
合
志
布
志

支
所
の
菅
田
力
生
さ
ん
は
「
牛
乳
は
素
晴
ら

し
い
栄
養
食
。
子
ど
も
た
ち
が
家
庭
で
お
父

さ
ん
や
お
母
さ
ん
に
勧
め
て
く
れ
れ
ば
う
れ

し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

父の日に牛乳をもらい喜ぶ子どもたち

田之浦山宮神社神舞

白鳥神社神舞
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６
月
18
日
、
伊
﨑
田
小
学
校

体
育
館
で
、
同
小
学
校
保
護
者

と
教
職
員
を
対
象
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
徐
細
動
器
）・
心

肺
蘇
生
法
講
習
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
講
習
会
は
、
昨
年
、

市
内
全
て
の
小
中
学
校
に
Ａ
Ｅ

Ｄ
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
緊

急
時
に
的
確
か
つ
迅
速
に
対
応

が
で
き
る
よ
う
に
と
同
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
計
画
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
地
域
防
災
推
進
協
議
会
を
講
師
に
招

い
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

講
習
会
に
は
、
保
護
者
と
教
職
員
合

わ
せ
て
約
50
人
が
参
加
し
、
救
急
普
及

員
の
資
格
を
持
つ
防
災
士
３
人
が
講
師

と
な
り
、
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
方
法
や
心
肺
蘇
生

法
、
子
ど
も
が
喉
に
物
を
詰
ま
ら
せ
た

時
の
対
処
方
法
な
ど
、
参
加
者
が
実
際

に
ダ
ミ
ー
人
形
を
使
い
体
験
す
る
方
式

で
行
わ
れ
、
参
加
し
た
保
護
者
ら
は
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
も
真
剣
に
講
習
を
受

け
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
保
護
者
の
一
人

は
「
難
し
い
で
し
た
が
、
初

め
て
知
る
こ
と
な
ど
も
多

く
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
今
回
の
講
習
で
自
信

が
つ
い
た
の
で
、
緊
急
時
に

も
対
応
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
参
加
し
て
本
当
に
良

か
っ
た
で
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

今
回
、
講
師
を
さ
れ
た
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
防
災
推
進
協

議
会
理
事
長
の
前
原
德
雄
さ

ん
は
「
現
在
、
志
布
志
市
内

に
は
、
学
校
を
は
じ
め
44
か

所
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
実
際
に
体
験
を

し
て
み
な
い
と
緊
急
時
に
的
確
に
対
応

す
る
の
は
難
し
い
で
す
。
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
す
べ
て
の
市
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
思
い
か
ら
日
々
こ
の
よ
う
な
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
要
望
が
あ

れ
ば
、
学
校
や
自
治
会
、
企
業
な
ど
ど

こ
へ
で
も
足
を
運
び
ま
す
の
で
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
」
と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
、
講
習
会
に
使
用
し
た

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
機
材
一
式
は
、
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
が
平
成
20
年
度
志
布
志
市
共
生
・

協
働
・
自
立
推
進
事
業
補
助
金
の
助
成

を
受
け
て
購
入
し
た
も
の
で
す
。

※
受
講
を
希
望
さ
れ
る
団
体
の
方
は
、

企
画
政
策
課
地
域
政
策
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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市
長
コ
ラ
ム

本
田
修
一

大
地
を
開
く

　
〝
人
間
学
を
学
ぶ
月
刊
誌
〟「
致ち

ち知
」

と
い
う
雑
誌
を
愛
読
し
て
い
ま
す
。
7

月
号
の
特
集
は
「
人
生
を
ひ
ら
く
」
で

し
た
。
そ
の
な
か
に
次
の
一
節
が
あ
り

ま
し
た
。「
人
生
を
ひ
ら
く
と
は
〝
心

を
ひ
ら
く
〟
こ
と
で
あ
る
。
心
を
ひ
ら

か
ず
に
固
く
閉
ざ
し
て
い
る
人
に
、
人

生
は
開
か
な
い
『
ひ
ら
く
』
に
は
開
拓

す
る
、
耕
す
と
い
う
意
味
も
あ
る
。
い

か
に
上
質
な
土
壌
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

よ
う
に
固
ま
っ
て
い
て
は
、
よ
き
種
を

蒔
い
て
も
実
り
を
得
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
心
を
ひ
ら
き
、
心
を
耕
す
。
こ
れ

が
人
生
を
ひ
ら
く
第
一
の
鍵
で
あ
る
」

　

そ
し
て
、
人
生
を
ひ
ら
い
た
人
に
は

共
通
し
た
〝
心
構
え
〟
が
あ
る
と
い
い

ま
す
。「
物
事
を
前
向
き
に
捉
え
る
」「
素

直
」「
感
謝
の
念
を
忘
れ
な
い
」「
愚
痴

を
言
わ
な
い
」
で
す
。
こ
れ
が
人
生
を

ひ
ら
く
第
二
の
鍵
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

さ
ら
に
〝
真
心
〟
を
尽
く
し
て
す
れ

ば
何
事
も
成
功
す
る
が
、
反
対
に
お
ご

り
高
ぶ
る
態
度
で
す
れ
ば
必
ず
失
敗
す

る
と
あ
り
ま
し
た
。
少
し
硬
い
雑
誌
で

す
が
、
こ
の
本
に
は
毎
号
、
日
本
全
国

で
真
剣
に
、
一
生
懸
命
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
が
紹
介
さ
れ
て

お
り
新
し
い
刺
激
や
ヒ
ン
ト
を
与
え
て

く
れ
ま
す
。
私
は
こ
の
本
を
教
材
に
し

て
一
緒
に
読
み
解
く
仲
間
を
集
い
毎
月

1
回
読
書
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
自
分
の
気
に
入
っ
た
記
事
に
つ

い
て
感
想
を
述
べ
あ
い
討
論
を
す
る
の

で
す
。
な
か
な
か
思
い
通
り
に
行
き
ま

せ
ん
が
、
高
い
志
を
持
っ
た
人
の
生
き

方
を
一
つ
で
も
真
似
し
て
、取
り
入
れ
、

実
践
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

話
し
は
変
わ
り
ま
す
が
、
先
日
、
Ａ
ー

1
グ
ラ
ン
プ
リ
で
大
賞
を
と
っ
た
坂
上

隆
さ
ん
（
19
㌻
参
照
）
が
市
役
所
に
そ

の
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。
何
と
彼
は
農

業
を
始
め
て
か
ら
10
年
間
「
ラ
イ
バ
ル

は
太
陽
」
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
日

出
よ
り
も
早
く
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
り
こ

み
、
時
に
は
そ
の
上
で
ご
飯
を
食
べ
、

日
が
沈
む
ま
で
畑
を
耕
し
続
け
た
そ
う

で
す
。
そ
し
て
体
を
壊
し
て
し
ま
い
入

院
し
た
と
き
「
自
分
に
足
り
な
か
っ
た

モ
ノ
」
を
考
え
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
後
、
経
営
と
い
う
視
点
で
農
業

を
考
え
る
よ
う
に
な
り
１
０
０
品
目

１
０
０
０
㌶
１
０
０
億
円
の
売
り
上
げ

を
実
現
し
た
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
彼

の
農
業
の
ス
タ
イ
ル
は
輪
作
す
る
こ
と

で
、
連
作
障
害
を
起
こ
り
に
く
く
す
る

と
と
も
に
大
地
の
力
を
高
め
て
低
農
薬

に
も
つ
な
げ
る
と
い
う
も
の
で
、
志
布

志
市
で
何
回
も
講
演
を
さ
れ
て
い
る
赤

峰
勝
人
さ
ん
の
「
循
環
農
法
」
に
も
通

じ
る
も
の
が
あ
り
驚
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
市
内
に
は
高
い
志
を

持
っ
て
様
々
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い

る
方
が
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
皆
さ
ん
の
志
に
つ
き
ま
し
て
も
お

聞
か
せ
い
た
だ
き
、
そ
の
志
の
輪
を
広

げ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

坂
上
隆
さ
ん
（
志
布
志
町
安
楽
）
は
、

今
年
３
月
に
農
業
技
術
通
信
社
の
発
行
す

る
月
刊
『
農
業
経
営
者
』
の
Ａ
ー
１
グ
ラ

ン
プ
リ
で
、
畜
産
業
や
畑
作
農
家
等
が
連

携
す
る
こ
と
で
相
互
に
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま

れ
る
と
い
う
「
耕
畜
連
携
に
よ
る
サ
イ

レ
ー
ジ
供
給
サ
ー
ビ
ス
」
を
発
表
し
、
多

数
の
出
場
者
の
な
か
Ａ
ー
１
大
賞
を
獲
得

し
ま
し
た
。
こ
の
グ
ラ
ン
プ
リ
は
、
農
業

経
営
者
が
自
ら
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
発
表

し
、
投
資
家
や
産
業
界
の
支
援
者
と
出
会

い
、
顧
客
本
意
の
農
業
事
業
を
実
現
す
る

場
を
つ
く
る
と
い
う
趣
旨
で
開
催
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

坂
上
さ
ん
は
、
大
学
を
卒
業
し
て
24
歳

で
就
農
し
、
コ
ン
ビ
ニ
お
で
ん
用
大
根
の

契
約
栽
培
で
日
の
出
前
か
ら
、
日
没
後
も

畑
で
働
き
続
け
、
業
績
は
毎
年
高
い
割
合

で
成
長
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
過
労
で
倒
れ
入
院
生
活
を
送
っ

た
と
き
、
ほ
ぼ
１
人
で
の
作
業
に
限
界
が
あ

る
こ
と
は
理
解
し
て
い
た
の
で
分
業
化
の

チ
ャ
ン
ス
だ
と
考
え
、
自
分
の
頭
の
中
に
あ

る
作
業
工
程
を
残
り
の
ス
タ
ッ
フ
に
指
示

し
、
そ
の
後
も
成
長
を
続
け
ま
し
た
。

　

農
業
の
魅
力
に
つ
い
て
は
「
欲
し
い
モ

ノ
を
手
に
入
れ
て
も
そ
の
上
は
必
ず
あ

り
。
人
で
も
金
で
も
同
じ
」と「
人
・
モ
ノ
・

金
」
を
追
及
し
て
い
る
間
は
幸
福
に
な
れ

な
い
と
い
い
、「
大
自
然
」
は
ス
ト
レ
ス

に
な
る
こ
と
は
な
い
と
い
い
ま
す
。「
災

害
は
怖
い
で
す
が
、
人
間
は
ど
う
し
て
も

自
然
に
勝
て
な
い
の
で
怒
っ
て
も
仕
方
が

な
い
で
す
」
と
笑
い
ま
す
。

　
「
毎
日
自
然
に
感
性
が
触
れ
る
農
業
は

純
粋
な
心
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
幸

せ
だ
」
と
話
し
ま
す
。

　

様
々
な
職
業
で
師
匠
に
弟
子
が
技
術
を

学
ぶ
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す
が
、

農
業
に
つ
い
て
も
Ｕ
タ
ー
ン
者
だ
け
で
な

く
Ｉ
タ
ー
ン
者
に
も
農
業
を
志
す
人
に
は

技
術
を
伝
え
て
い
か
な
い
と
高
齢
化
で
農

業
を
廃
業
す
る
人
が
こ
の
ま
ま
増
え
る
と

農
業
の
未
来
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
の
規
模
拡
大
は
「
目
標
を
設
け
る

と
達
成
し
た
ら
成
長
が
止
ま
る
と
い
け
な

い
の
で
考
え
な
い
」
と
話
し
、
サ
イ
レ
ー

ジ
（
家
畜
用
飼
料
）
の
栽
培
で
連
作
障
害

の
影
響
を
少
な
く
し
て
減
農
薬
に
も
取
り

組
み
さ
ら
に
安
全
・
安
心
に
の
要
求
に
応

え
ら
れ
る
野
菜
作
り
に
挑
戦
し
た
い
と
更

な
る
成
長
を
誓
う
坂
上
さ
ん
で
し
た
。

農業の企業化が今後の農業発展の「カギ」という坂上さん

Vol32. 坂上隆さん（41 歳）

6月6日、市内のスポーツ少年団や関係者90人が集まって開催されたじゃがいもの収穫祭。㈲さかうえでは、現在70㌶の農地を経営してい
ます（経営面積は150ha）。

農業生産法人㈲さかうえ代表取締役社長

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
防
災
推
進
協
議
会

Ａ
Ｅ
Ｄ
・
心
肺
蘇
生
法
講
習
会
を
実
施
し
ま
し
た

ＡＥＤの使用方法の講習の様子

■問い合わせ先　企画政策課地域政策係　Tel	474-1111（内線 252・256）

みんなでつくる共生・協働・自立のまちづくり

A-1 グランプリ優勝

大型トラクタ

じゃがいもの収穫祭

試行錯誤し�がら実技に取り組�ました
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平
成
20
年
４
月
、
地
方
税
法
等
の
改
正

が
行
わ
れ
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
と
は
、
ふ
る
さ
と

に
貢
献
し
た
い
、
応
援
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
を
持
っ
た
方
か
ら
寄
附
金
を
頂
く
こ

と
で
、
そ
の
分
住
民
税
な
ど
を
軽
減
す
る

し
く
み
で
す
。

　

志
布
志
市
で
は
、平
成
20
年
10
月
に「
ふ

る
さ
と
志
基
金
寄
附
金
条
例
」を
制
定
し
、

頂
い
た
寄
附
金
を
「
ふ
る
さ
と
志
基
金
」

に
積
み
立
て
、
寄
附
者
の
意
向
に
沿
っ
た

活
用
が
で
き
る
よ
う
整
備
し
ま
し
た
。
ま

た
、
鹿
児
島
県
と
県
内
全
て
の
市
町
村
が

一
体
と
な
っ
て
協
議
会
を
設
立
し
、
県
外

に
寄
附
金
を
募
る
取
り
組
み
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
回
、
規
則
に
基
づ
く
ふ
る
さ
と
志
基

金
の
平
成
20
年
度
運
用
状
況
を
公
表
す
る

と
共
に
、
本
市
に
お
け
る
ふ
る
さ
と
納
税

の
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

こ
ん
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す

　

志
布
志
市
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

を
利
用
し
て
５
千
円
以
上
の
寄
附
を
く
だ

さ
っ
た
方
に
「
市
報
し
ぶ
し
」
を
一
年
間

進
呈
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
よ
り
多
く
の

方
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
郷
土

会
に
お
い
て
説
明
会
を
行
う
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
へ
の
特
設
ペ
ー
ジ
の
開

設
、
職
員
へ
の
紹
介
者
の
呼
び
掛
け
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。

志
布
志
市
に
お
住
ま
い

の
み
な
さ
ま
へ

「
志
布
志
の
た
め
に
何
か
で
き
た
ら
」「
志

布
志
を
応
援
し
た
い
の
だ
け
れ
ど
」
そ
う

お
っ
し
ゃ
っ
て
る
方
が
身
近
に
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
制
度
を
た
く
さ
ん
の

方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
協
力
の

輪
が
広
が
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
お
届
け
で
き

る
ご
親
戚
、ご
友
人
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

平
成
20
年
度

ふ
る
さ
と
納
税
状
況
報
告

皆
さ
ま
の
志

こ
こ
ろ
ざ
し、

確
か
に

受
け
取
り

ま
し
た
。

あたたかなお気持ち、本当にありがとうございます。
■平成 20 年度の寄附の状況

「ふるさと志基金」を通して延べ 10 人の方々から、総額 3,345,000 円の寄附をいただきました。「かごしま応
援寄附金」を通して、述べ７人の方々から、総額 219,000 円の寄附を頂きました。また、「かごしま応援寄附金」
からは、寄附市町村の指定がない寄附金の分配分として、69,497 円が分配されました。これにより、寄附総
額は 3,633,497 円になりました。 ■寄附を下さった方々■

メッセージ：
本籍が松山町です。生前父が
お世話になりました。

メッセージ：
少額ではございますが、志布志
市の発展にと、豊かな市になり
ますようお使いください。

佐々木峰子様（大阪府）
大 保　 泰 生 様（ 東 京 都 ）
上 埜　 文 徳 様（ 大 阪 府 ）
與田正二郎様（兵庫県）
関 東 松 山 会 会 長
検 崎　 信 夫 様（ 千 葉 県 ）
綾小路きみまろ様（－）

■使いみちの指定状況

■寄附の積み立てについて
　平成 20 年度に頂いた寄附金の総額 3,633,497 円を、定期
預金に積み立てました。平成 20 年度３月末時点では利子は
発生していません。

■寄附の活用について
　積み立てた基金は、平成 21 年度事業において活用する予
定です。

観光及び生活環境に関する事業 145,000 円
福祉に関する事業 2,387,000 円
教育文化に関する事業 85,000 円
その他市長が必要と認める事業 202,000 円
指定なし 814,497 円
　　　　　合　　　計 3,633,497 円

※ご本人の承諾があった方のみ掲載しています。

料
金
受
取
人
払
郵
便

差
出
有
効
期
限

平
成
23年

6月
30日

ま
で
有
効

（
切
手
不
要
）

紹介者カード

紹
介
者
カ
ー
ド

紹介者カード

の
り
を
つ
け
る

や
ま
お
り
①
、②

の
順
に
折
る

こ
の
用
紙
を「
や
ま
お
り
破
線
」に
そ
っ
て
三
つ
折
り
し
て
く

だ
さ
い
。そ
の
後
、「
の
り
し
ろ
部
分
」に
の
り
を
つ
け
、貼
り

あ
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※志納税のアドレスは http://www.city.shibushi.lg.jp/www/furusato/index.htmlです。

　市ホームページでは志納
税について詳しく紹介して
います。
　ぜひ、ご覧ください。
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■問い合わせ先　志布志市立図書館	　Tel	472-3322　URL=http://www.shibushicity-lib.jp

図 書 館

情

報
■休館日（休館日は本館及び各分館・移
　動図書館車の全てが休みになります）
○ かみふうせんお話し会（読み聞かせ会） 14 時〜
○ 本館お話し会（読み聞かせ会） 14 時〜

新刊案内
■八州廻り桑山十兵衛　たどりそこねた芭蕉の足跡

佐藤雅美	著
　働くばかりが能ではないと、
ちゃっかり縄張り外の出羽に向か
い、「おくの細道」をなぞろうと
した十兵衛。ところが本当に盗賊
一味と同じ道をたどってしまった
から、さあ大変！表題作のほか全
８篇を収録した、シリーズ第７弾。

■生きる勇気、死ぬ元気　五木寛之　帯津良一	著
　気持よく生き、気持よく死ぬ
ために－。作家・五木寛之とホ
リスティック医学の旗手・帯津
良一が、覚悟ある生きかた、理
想の死にかた、死後の世界、死
の壁を超える養生法などを語り
合う。

  図書館へ行こう！

今月のテーマ図書
「�つのえほん」

今月のテーマ図書
「ヤングアダルト」

休館日カレンダー（本館）
July　7 月

日 月 火 水 木 金 土
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

August　8 月
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22

○

○

毎月２３日は「子どもといっしょに読書の日」

○

○

おは�し�（読�聞かせ�）
志布志分館　７月１８日（土）午前１０時３０分～
本　　　館　７月２５日（土）午後２時～
　　　　　　（かみふうせんまつりと共�）（かみふうせんまつりと共�）

志布志分館　８月　６日（木）午前１０時３０分～８月　６日（木）午前１０時３０分～
香月分館　８月　７日（金）午前１０時３０分～
松山分館　８月　８日（土）午後２時～～
有明分館　８月２２日（土）午前１０時～８月２２日（土）午前１０時～
安楽分館　８月２９日（土）午前１０時３０分～

か�ふうせんまつりのご案内
■日時　7 月 25 日（土）　午後２時～
■場所　市立図書館本館 ( 会議室 )
■主�　ボランティアグループかみふうせん
■共�　図書館共�
　人形劇や絵本の読み聞かせなど、楽しいお話し会で
す。ぜひご参加ください。

守っていますか？図書館のマナー
　図書館は誰でも利用できる公共施設で、毎日
多くの利用者が来館します。
　みなさんが気持よく利用していただくために
マナーを守りましょう。
●図書資料を汚したり、書き込んだりしない
●返却期限を守る
●多くの資料をひとり占めしない。
●大きな声で話したり、大きな音を出さない。
●飲食をしない
●携帯電話を使用したり、写真撮影をしない
●横になったり、眠ったりしない
●不衛生な状態で入館しない
●大きな荷物を持ち込まない
●子どもは保護者の責任で注意する。

多くの参加をお待ちしています



８月１日（土）　12:00 ～ 16:00
　子ども会・家族連れ・友だち同士参加大歓迎！
　遊ばなくなったオモチャをもってみんな集まれ！！
■会場　やっちくふれあいセンター
■プログラム
　・エコおもちゃ作り・バルーンアート・昔ばなし
　・かえっこバザール・だ菓子屋・朗読劇・昔遊び
　・マジックショー・シブリンピック・おもちゃ病院など
■参加費　無料
※詳しいことは、各幼稚園・保育園・小中学校にチラシで
　案内します。志布志創年市民大学ホームページにも掲載
　してあります。
■問い合わせ先　志布志市生涯学習センター　℡ 472-3050
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■問い合わせ�　教育委員� 生涯�習課　　　℡ 472-1111（内線 333）
　　　　　　　　志布志市生涯�習センター　 ℡ 472-3050教育委員会情報ネット

―平成 21 年度志布志市自主文化事業―

■期日　９月１９日（土）
■会場　志布志市やっちくふれあいセンター
■開場　14 時 30 分　　開演　15 時 00 分
■料金（税込）＝全席指定４，０００円
　　　　　※未就学児入場不可（託児所完備）

■チケット販売所　好評発売中！
やっちくふれあいセンター・志布志市文化会館・
志布志市役所売店・（株）島津・三��商事・・（株）島津・三��商事・
くにみ書店・サン�ートし�しアピア・プラッ・サン�ートし�しアピア・プラッ
セだいわ鹿屋店
●チケットぴあ 0570-02-999
●ファミリーマート・サンクス（Ｐコード395-993）
●ローソン 0570-084-008（Ｌコード 82885）

■問い合わせ先　志布志市文化会館先　志布志市文化会館志布志市文化会館
　　　　　　　　　　　　　℡ 099-472-3050　　　　　　　　　　　　℡ 099-472-3050℡ 099-472-3050

弓 道 教 室 を 開 催 し ま す
　弓道は、他の競技と異なり、相手は人でなく的
なので、一人で楽しむことができます。
　年齢に関係なく、それぞれ自分の体力に応じた
強さの弓を使って、晴雨に係わらず調整すること
が可能な誰にでもできる武道です。
　市弓道連盟では健康と精神力の鍛錬を目的に弓
道教室を開�します。この弓道教室では小学 5 年
生から高齢者までどなたでも参加できます。また、
開講期間中の用具は弓道場に用意していますので、
準備の必要はありません。

■開講期間　8 月 4 日～ 10 月 30 日
　　　　　　時間は 19 時～ 21 時
■開講場所・問い合わせ先
●志布志弓道場（火・金曜日）
　松 尾 武 蔵　℡ 473-1459
●有明弓道場（火・金曜日）
　安野孝千代　℡ 475-2507

子どもフェスタ2009
in やっちく

志布志市文化会館改修工事のお知らせ
　志布志市文化会館の、ホール棟耐震補強工事及び玄関周辺

バリアフリー工事等を行っております。

　施設ご利用の皆様には、大変ご不便をお掛けしますが、ご

理解とご協力をお願いいたします。

■工事期間　平成 21 年 6 月中旬から平成 21 年 10 月末まで

■施設利用について　●ホール（使用不可）

　　　　　　　　　　●�議室及び和室等（使用可）

※ただし会議室及び和室等につきましても、工事期間内で一

　時的に約３週間ほど使用不可（期日は後日お知らせします）

■出入口（図面のとおり）　■駐車場（図面のとおり）

■問い合わせ先　　志布志市教育委員会

　生涯学習課生涯学習係　℡ 472-1111（内線 333）

　志布志市文化会館　　　℡ 472-3050

志布志創年市民大学公開講座・市ＰＴＡ母親研修会
阪神淡路大震災の語り部　矢崎由美子講演会

生命の大切さ、親子の絆を語り継ぐ感動のメッセージ
　平成 7 年 1 月 17 日 5 時 46 分 52 秒 未曽有の大震災が・・
　被災体験談が童話「地球が動いた日」のモデルに
■演　題　「命って重い　そして子どもってすごい」
■日　時　8 月 26 日 ( 水 ) 開場 18：00 開演 18：30
■�　場　やっちくふれあいセンター
■入場無料（但し、入場整理券要）
※入場整理券は、生涯�習センター、
　各地区公民館、教育分室、生涯�　
　習課でお求めください。
■問い合わせ�　生涯�習センター
　　　　　　　　℡ 472-3050

志布志創年市民大��園祭・夏休�特別企画
創年と子どものまち宣言事業＆知恵袋伝承事業

（曽於地区子ども�創作活動大�）

初心者大歓迎！らくらく簡単に覚える

パソコン講習会受講生募集！
　パソコンの基本操作、文書作成等を１日３時間の４日間で
また、インターネット・電子メールの利用等も学習します。
■期　間　平成 21 年 6 月～ 12 月
■講座数　一講座 20 人定員の 20 講座
■受講料　3,000 円（テキスト代別）
■対象者　18 歳以上の方なら、どなたでも。また、勤務地
　　　　　が市内なら、市外の方でも受講できます。
日程表　志布志地区（一部抜粋）　（会場：志布志市文化会館）
NO コース 期　日 時　間 ��締切
7 エクセル(初) 7月28日・29日・30日・31日 18:00 ～ 7月22日
8 エクセル(初) 8月4日・5日・6日・7日 9:00 ～ 7月29日
9 エクセル(中) 8月18日・19日・20日・21日 18:00 ～ 8月12日

10 エクセル(中) 8月25日・26日・27日・28日 9:00 ～ 8月19日
日程表　有明地区（一部抜粋）		（会場：農村環境改善センター）
NO コース 期　日 時　間 ��締切
11 はじめてのパソコン 9月1日・2日・3日・4日 9:00 ～ 8月27日
12 はじめてのパソコン 9月9日・10日・11日・12日 19:00 ～ 9月 2日
13 ワード基礎 10月6日・7日・8日・9日 9:00 ～ 9月30日
14 ワード基礎 10月14日・15日・16日・17日 19:00 ～ 10月8日
■問い合わせ先
　生涯学習センター　　　　　℡ 472-3050
　生涯学習センター有明　　　℡ 474-1111（内線 357）

これからの志布志創年市民大学プログラム（予定）
N
O 日　時 講義内容及び講師

４ 7月15日（水）
18：50～

環境好学　
地球の未来と子どもたちの明日のために
地球環境フォーラム鹿児島
　事務局長　塩川　哲郎

５ 8月1日（土）
9：00～

子育て好学　し�し IKIIKI夢発見塾
子どもフェスティバル 2009㏌やっちく
角田市子どもフェス仕掛け人　ジミー八島

６ 8月8日（土）
13：30～

地域好学Ⅰ・人間好学Ⅲ
　　　　　　まちづくり懇話�
�長と行く大慈寺とローカル線の旅
�長　原口　泉　大慈寺住職　石田　恵一

７ 8月26日（水）
18：30～

人間好学Ⅳ・人権教育講演�
命って重い　そして子どもってすごい
阪神淡路大震災の語り部　矢崎 由美子

8 9月2日（水）
18：50～

人間好学Ⅴ　発車オーライ！
カトちゃんの観光ガイド日記
観光バスガイド　加藤 里美

9 9月12日（土）
9：20～

しぶし IKIIKI夢発見塾Ⅱ
南九州生涯�習まちづくり実践交流�
聖徳大�教授　福留　強

　途中入学大歓迎です！
■問い合わせ先　創年市民大学事務局　℡ 472-3050
※プログラムは諸事情により変更されることがあ
　ります。

生涯学習のマスコット
　キャラクター「マナビィ」

Ｐ
Ｐ

Ｐ

封
鎖
し
ま
す

（
正
面
）出

入
口

ゲート
ボール場

駐車場と出入り口（イメージ図）



■白鳥会　今回紹介するのは、伊﨑田コミュニティセンターで毎
月第一水曜日に健康づくりの活動を行っている「白鳥会」です。
　平成 12 年有明町で行った健康教室（認知症予防）をきっかけ
に 9 年間活動しています。
　田淵司先生の演奏に合わせて合唱・踊り・茶話会を楽しんでい
ます。参加者からは「懐かしいメロデイに昔を思い出しながら、
皆で歌ったり踊ったり皆心地よく、会を楽しんでいます」との声
が聞かれました。

健康仲間！

国内で新型インフルエンザが発生しました！
　新型インフルエンザの患者が発生している国、
または国内の地域に滞在された方で、発熱などの
症状がみられる方は、近くの医療機関やかかりつ
けの医療機関を直接受診しないでください。
　まず、志布志保健所内に設置されている発熱相
談センターに連絡しましょう。
■問い合わせ先　　志布志保健所　　℡ 472-1021
　　　　　　　		　（時間外連絡先）　		℡ 080-5245-0476
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私
た
ち
の
体
内
で
消
化
や
体
温
の
調
整

を
つ
か
さ
ど
っ
て
い
る
の
は
自
律
神
経
で

す
。
暑
さ
や
冷
房
に
よ
る
冷
え
な
ど
の
繰

り
返
し
で
こ
の
自
律
神
経
が
バ
ラ
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ス
を

崩
し
、
め
ま
い
や
立
ち
く
ら
み
、
だ
る
さ

疲
れ
や
す
い
な
ど
の
症
状
が
起
き
や
す
く

な
り
ま
す
。
夏
の
夜
は
短
く
、
暑
さ
で
寝

苦
し
い
た
め
睡
眠
不
足
に
な
り
が
ち
で

す
。
ま
た
、
大
量
の
汗
を
か
く
の
で
、
そ

れ
だ
け
で
も
相
当
の
体
力
を
消
耗
さ
せ
ま

す
。
そ
の
上
、
大
量
の
汗
と
と
も
に
体
内

の
ミ
ネ
ラ
ル
が
い
っ
し
ょ
に
排
出
さ
れ
、

体
温
調
節
機
能
が
崩
れ
熱
中
症
に
な
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

■
１
日
３
食
、
規
則
正
し
く
食
事
を
し
ま

　

し
ょ
う

　

特
に
タ
ン
パ
ク
質
（
肉
・
魚
・
卵
・
大

豆
製
品
・
乳
・
乳
製
品
）
が
不
足
す
る
と
、

疲
労
感
や
食
欲
不
振
の
原
因
に
つ
な
が
り

ま
す
の
で
、
冷
た
い
麺
類
だ
け
で
食
事
を

済
ま
せ
て
し
ま
う
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

■
汗
で
失
う
ミ
ネ
ラ
ル
を
補
給
し
ま
し
ょ
う

ミ
ネ
ラ
ル
と
は
無
機
質
と
も
呼
ば
れ
、
体

の
構
成
成
分
と
生
理
作
用
の
調
節
を
し
て

い
ま
す
。
野
菜
・
果
物
・
海
藻
・
乳
・
乳

製
品
に
多
く
含
ま
れ
ま
す
。

●
旬
の
夏
野
菜
を
食
べ
ま
し
ょ
う

　

野
菜
に
は
疲
労
感
を
取
り
去
る
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

●
香
辛
料
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　

香
辛
料
は
味
や
香
り
が
胃
の
働
き
を
良

く
し
、
胃
液
の
分
泌
を
高
め
る
な
ど
、
食

欲
増
進
作
用
が
あ
り
ま
す
。と
う
が
ら
し
、

し
ょ
う
が
、
わ
さ
び
、
カ
レ
ー
粉
な
ど
加

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
を
し
っ
か
り
と
り
ま

　

し
ょ
う

　

疲
労
回
復
に
有
効
な
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タ
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ン
Ｂ
１
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豚
肉
、
う
な
ぎ
、
豆
類
、
ご
ま
な
ど
に
豊

富
に
含
ま
れ
ま
す
。

●
清
涼
飲
料
水
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど

　

を
取
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

糖
分
の
摂
り
す
ぎ
は
糖
質
の
代
謝
に
必

要
な
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
が
不
足
し
や
す
く
な

り
、
夏
バ
テ
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

■
生
活
面

●
規
則
正
し
い
生
活
を

　

疲
労
回
復
の
た
め
に
も
早
寝
早
起
き
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
快
適
な
室
温
を
保
ち
ま
し
ょ
う

　

エ
ア
コ
ン
を
使
用
す
る
と
き
は
室
温
を

28
度
く
ら
い
に
し
ま
し
ょ
う
。
扇
風
機
を

使
う
と
き
は
、
首
を
振
る
よ
う
に
設
定
し

ま
し
ょ
う
。

●
適
度
な
運
動
を

　

涼
し
い
時
間
に
散
歩
す
る
な
ど
、
適
度

な
運
動
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
身
体
の
疲
れ
を
と
る
入
浴

　

暑
い
か
ら
と
い
っ
て
シ
ャ
ワ
ー
で
簡
単

に
す
ま
す
よ
り
、
ぬ
る
め
の
お
風
呂
に

ゆ
っ
た
り
つ
か
る
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

自
律
神
経
も
落
ち
着
き
、
ぐ
っ
す
り
と
眠

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
熱
中
症
予
防
の
た
め
に

●
暑
さ
対
策

　

出
か
け
る
と
き
は
、
日
差
し
の
強
い
時

間
帯
を
避
け
、
衣
服
は
通
気
性
や
吸
収
性

の
高
い
も
の
を
。
帽
子
や
日
傘
を
使
っ

て
、
直
接
日
光
が
当
た
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
暑
い
炎
天
下
や
高
温
多
湿
の

場
で
の
運
動
や
作
業
は
避
け
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

●
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う

　

喉
が
渇
く
前
に
水
分
を
補
給
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
乳
幼
児
、
高
齢
者

は
こ
ま
め
に
十
分
な
水
分
補
給
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、ア
ル
コ
ー
ル
で
は
な
く
、

水
や
お
茶
な
ど
を
飲
み
ま
し
ょ
う
。

■健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。
本庁保健課		Tel	474-1111　志布志支所福祉課			Tel	472-1111　松山支所市民課		Tel	487-2111

こ
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さ
か
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く
る
体
へ
の
影
響
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～
暑
さ
に
負
け
る
な
～

夏
を
乗
り
切
る
食
事

6 月に有明改善センターで行っ
た５歳児歯科健診でむし歯も処
置歯もなかった子どもたちで
す。

　　陽
は る き

輝ちゃん

　　凜
り ん ひ

人ちゃん

残
念　

早
朝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
雨
天
な
り

　
　

健
康
づ
く
り
教
室　

参
加
者
の
心
は
、
晴
々

　
　

次
は
大
谷
山
ハ
イ
キ
ン
グ
！

　

6
月
28
日
、
名
水
百
選
を
求

め
て
「
ふ
れ
あ
い
早
朝
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
る

予
定
で
し
た
が
、
あ
い
に
く
の

雷
雨
の
た
め
農
業
歴
史
資
料
館

の
語
ら
い
の
部
屋
で
「
健
康
づ

く
り
教
室
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

雨
に
も
負
け
ず
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
に
望
も
う
と
集
ま
っ
た

参
加
者
20
人
は
、
保
健
課
の

小
園
課
長
補
佐
に
よ
る
ユ
ー

モ
ア
あ
ふ
れ
る
日
頃
の
健
康

づ
く
り
に
笑
い
こ
ろ
げ
、
体

を
動
か
し
て
の
筋
膜
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
は
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
後
で

血
行
が
よ
く
な
り
赤
み
を
お
び
た
り
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
た
場
所
が

軽
く
な
っ
た
り
と
効
果
を
実
感
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
の
中
に
は
、
実
際
に
話
し
を
聞
き
な
が
ら
実

演
し
て
も
ら
っ
て
本
当
に

よ
か
っ
た
「
早
起
き
は
三

文
の
得
」
で
し
た
。
体
だ

け
で
な
く
心
も
健
康
に
な

り
ま
し
た
。
と
、
こ
れ
か

ら
も
健
康
づ
く
り
に
励
み

た
い
と
会
場
を
後
に
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

※
保
健
課
で
は
、
８
月
９

日
（
日
）
に
霧
岳
ハ
イ
キ

ン
グ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
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高い医療費みんなで助け合い国保の心
■平成21年4月分の医療費の状況です。
医 療 費 総 額 ２９０，３１６，９５０円
４月末国保加入者数 １１，８２３人
1人当たり医療費（医
療費総額を加入者数
で除したものです）

２４，５５５円

医 療 費 １ 人 当 た り の 負 担 内 訳
市（ 国 保 ） 負 担 額 ２０，７９３円
個 人 負 担 額 ３，７６２円
　この金額は、国民健康保険に加入している皆
さんが医療機関等で診療したものに対し、市

（国保）が支払った医療費です。
医療費総額の約84.7％を市（国保）が負担しています。

■国民健康保険被保険者証等の切り替えの時期
　になりました
　国民健康保険被保険者証及び長寿（後期高齢者）医
療被保険者証の切り替えの時期となりました。新たな
保険証は、７月下旬に各世帯へ簡易書留でお送りいた
します。
　現在お持ちの保険証は、平成 21 年７月 31 日 ( 金 )
まで使用し、有効期限経過後は、裁断の上、破棄して
ください。
１　新しい保険証の有効期限
　　平成 21 年８月１日から平成 22 年７月 31 日まで
２　負担区分及び負担割合

０～義務教育就学前 義務教育就学後～69歳
２　割 ３　割
７０歳～７４歳（前期高齢者）
通　常 現役並み所得者

２割（来年3月まで１割） ３　割
長寿（後期高齢者）医療

通　常 現役並み所得者
１割 ３　割

元気いっぱいの白鳥�の皆さん

vol.3



郵便はがき

お手数ですが

50円切手を

お貼りください

志布志市役所総務課

秘書広報係　行

８９９ ７４９２- ●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合、実名で掲載いたします

●ご住所

●電話番号（　　　　）　　－

【商品名】黒豚角煮まんじゅう
【内容量】4個入り
【通常販売価格】1,260 円（税込）
【数量】5名様
【商品コメント】
一昼夜ことこと時間をかけて煮込んだとろけるようなやわらかさの本格熟成
黒豚角煮です。黒豚の甘みのあるしっかりとした脂身が特に美味しく、黒豚
本来の旨みを堪能できます。ふわふわの自家製パオとの相性も抜群、とろけ
るような美味しさをお楽しみ下さい。

URL:http://banrai.jp

　お便りをくださった方の中
から抽選でひまわり券 5 枚と、
萬來の人気商品「黒豚角煮まん
じゅう」を 5 人の方にプレゼ
ントします。（発表は発送をもっ
てかえさせていただきます）

（No.043/2009-7）

読者プレゼント

中川さん（93 歳）　　　　　　　　　　　　　有明町伊﨑田
　中川さんは家業でもある中川園芸で除草作業やお客さんが来た

時の対応などを元気にこなしています。また、家庭菜園をクワを使っ
て耕し、家事も行うなどとても元気なおばあちゃんです。

　先日も堆肥用に土手の草をカマで刈って家族を驚かせました。「嫁さん
があんまり仕事をするなというけど、仕事が好きだから」と話し、朝に仕

事がないか聞いて何もないと「具
あ ん べ

合が悪い」といいます。
　「私の祖母も 60 年くらい前に 102 歳まで長生きしたので、私もそれに似たの

かもしれない」と笑います。テレビドラマが好きで特に刑事ドラマがお気に入り
です。これまで入院をしたことはなく、小さなことにクヨクヨせずに楽天的なの
が元気の秘訣だといいます。
　子どもは７人いて、同じ敷地内に住む息子夫婦が結婚した時に一番下の子ども
が小学 3 年生で大変だったけど楽しかったといいます。現在、その子どもたちは
全員が近くに住んでいて仕事の手伝いに来ることもあり楽しく賑やかで健康的な
毎日を送っています。

　　達
た つ や

也ちゃん（8歳）　咲
さ き

希ちゃん（6歳）

　　華
か な

奈ちゃん（3歳）　優
ゆ き

希ちゃん（1歳）

父　明宏さん　母　麗子さん
（有明町野井倉）

　いつも仲良し４人組♡妹 3 人は、お
兄ちゃん大～好き♡で、一緒にサッ
カーしたり、虫取りしたりと外で元気
に遊んでいます。
　時には兄弟げんかの激しい時もあり
ますが…。すぐ仲直りして遊び始めま
す。そんな4人の姿を見て元気をもらっ
ているパパとママです。
　いつまでも仲良しな兄妹でいてくだ
さいね♡　　　　　　　　（家族より）

　　　智
ともひろ

大ちゃん（2歳）　　（志布志町安楽）
父　博三さん　母　弘美さん

　アンパンマンと自転車、バイクが大好き。特にショ
ベルカーが大好きです。お外遊びも大好きです。
　パパが帰って来ると、玄関まで走って迎えに行
き、「おかえり」って大きな声で、出迎え、抱っ
こしてもらうのが大好きです。
　最近では、言葉も出てきて毎日の成長が楽しみ
です。これからも、元気で笑顔いっぱいのままで
大きくなってね。　　　　　　　　　（両親より）

市
民
の
広
場

今
月
の
「
題
字
」

小
学
校
５
年　

愛
華
さ
ん

　

今
月
号
の
市
報
「
し
ぶ
し
」
の
タ
イ
ト

ル
文
字
を
書
い
た
の
は
、
小
学
校
5
年
生

の
愛
華
さ
ん
で
す
。

　

愛
華
さ
ん
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
文
字
を

書
く
事
が
大
好
き
で
、
五
歳
の
頃
か
ら
近

所
の
習
字
教
室
に
通
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
「
し
ぶ
し
」
と
い
う
題
字
も
、

何
十
回
も
紙
に
練
習
し
て
、
色
々
な
字
体

に
も
挑
戦
し
、
納
得
の
い
く
「
題
字
」
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
丁
寧
に
書
く
と
い
う
事
に

い
つ
も
気
を
つ
け
て
、
さ
ら
に
上
の
段
を

目
指
し
て
、
色
々
な
文
字
が
書
け
る
様
に

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
、
愛
華
さ
ん
は

話
し
て
い
ま
し
た
。

題字を書いた愛華さん
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読者プレゼント

　　　魁
かいせい

政　ちゃん（6歳）　　　（松山町新橋）

　　　さくらちゃん（1歳）

父　義仁さん　　母　智美さん

　家では妹さくらの面倒をよくみてくれる活発
で研究熱心な魁政と食欲旺盛で大きな声と最近
覚えた「バイバイ」で笑顔をふりまいているさ
くらです。
　これからも二人仲良く夏のひまわりのように
まっすぐ元気に育ってね！　　　　（両親より）

　　育美さん（志布志町安楽）　22 歳　勤務先：西光保育園（保育士）
趣味：ショッピング　理想の異性：面白くて笑顔のかわいい人
休日の過ごし方：ショッピング、ドライブ、友達と会う
今のお仕事はどうですか：
　大変なこともありますが、子どもたちの笑顔に癒されます。想像以上
に体力も必要です。かわいい子どもたちに囲まれ、周りの優しい先生方
に助けてもらいながら仕事をしています。本当に周りの人に恵まれてい
るなぁと感じています。
志布志市に何を望みますか：どこにいてもみんなが帰ってきたくなる、あ
たたかい人たちであふれている志布志市であり続けてほしい。
同僚から一言（近藤真美さん）：
　優しい笑顔にかわいい声、ほんわかオーラを振りまいている育美せん
せい。大好きな子どもたちと一緒にこれからもより一層輝いた先生に
なってくださいね。



短
歌
（
有
明
短
歌
会
）

初
め
て
の
赤
子
亡
く
せ
し
孫
の
声
そ
っ
と
告
げ
く
る
み
ご
も
り
し
事	

畑
山
み
つ
き

ふ
る
里
は
悲
し
き
時
に
思
ひ
出
す
鳴
呼
シ
ベ
リ
ア
の
寒
月
の
夜	

福
元　
　

忍

郷
衆
の
皆
に
惜
し
ま
れ
逝
き
し
君
男
の
勲
章
ど
っ
さ
り
つ
け
て	

徳
田　

将
人

シ
ャ
ツ
の
影
み
ど
り
の
風
に
弥
次
郎
兵
衛
庭
に
踊
り
ぬ
今
日
も
真
夏
日	

矢
野　

む
つ

志
す
孫
の
熱
意
に
ほ
こ
ろ
び
ぬ
三
代
つ
づ
く
医
療
へ
の
道	

野
口　
　

嵐

行
く
春
を
惜
し
む
が
如
く
小
鳥
ら
は
声
な
く
遊
ぶ
小
川
の
ほ
と
り	

川
崎　

サ
チ

手
を
取
っ
て
一
期
の
別
れ
に
あ
り
が
と
う
声
も
届
か
ぬ
夫
の
旅
立
ち	

澤
津
川
頼
子

入
れ
替
え
し
亡
娘
の
服
の
紫
は
や
さ
し
く
野
辺
に
咲
く
あ
ざ
み
い
ろ	

萩　
　

幸
子

こ
の
先
の
長
き
道
の
り
つ
ゆ
知
ら
ぬ
幼
な
女
孫
の
よ
ち
よ
ち
歩
き	

木
下
マ
キ
子

薩
摩
狂
句
（
有
明
さ
つ
ま
狂
句
同
好
会
）

題
「
冗わ
や
っ談
」	

好す

っ
じ
ゃ
ち
冗わ

や談
き
言ゆ

た
女と

と
五ご
じ
ゅ
う
ね
ん

十
年	

丸
目
南
兵
衛

題
「
煙け
ぶ

い
」	

振ふ

り
込こ

め
を
故わ

ざ意
き
騙だ
ま

さ
れ
煙け
ぶ

い
巻め

っ	

野
崎　

満
夫

題
「
手て

い入
れ
」	

農さ

っ業
道し
ょ
ど具
か
念ね
ん
い入
い
手て

い入
れ
精し

ょ魂
も
入い

れ
っ	

畑
山　

敏
昭

題
「
雨あ
め

」　	

雨あ
め
び
よ
い

日
和
テ
レ
ビ
が
亭と

と主
ん
守も

ゆ
ば
し
っ	

宮
原　

照
見

俳
句
（
ぎ
ん
な
ん
俳
句
会
）

夏
蝶
や
中
洲
の
草
の
風
の
上	

河
野　

通
人

石
庭
に
か
す
か
な
水
音
花
菖
蒲	

冨
山　

達
次

で
で
虫
や
決
心
と
て
も
重
た
か
り	

米
澤　

二
郎

五
月
雨
や
古
刹
に
小
さ
き
流
人
墓	

冨
山　

茂
子

花
冷
え
や
辞
令
の
文
字
を
今
一
度	

北
野　

治
美

蛍
火
の
碧
ほ
つ
ほ
つ
と
高
瀬
川	

吉
村　

万
里

あ
ま
り
に
も
い
さ
ぎ
よ
く
散
る
牡
丹
か
な	

目
黒　

文
恵

父
さ
ん
も
お
ぼ
ろ
月
見
て
笑
っ
て
い
る	

川
畑　

サ
チ

太
陽
が
背
中
お
し
て
る
夕
焼
道	

本
村
ミ
ツ
子

大
ざ
る
に
梅
干
あ
げ
て
下
準
備	

永
田
ケ
イ
子

荒
梅
雨
や
俳
句
入
会
わ
れ
八
十
路	

山
口
よ
し
子

路
蔭
に
ひ
そ
と
咲
き
を
り
春
り
ん
ど
う	

北
川
美
喜
子

夕
ぐ
れ
の
疲
れ
を
い
や
す
虫
の
声	

奥
野
紀
代
子

青
梅
も
う
す
き
紅
さ
し
竿
の
先	

春
田　

良
子

源
流
の
洞
に
集
ま
る
梅
雨
の
闇	

和
田　

洋
文

お便り市民のこえに今月は 12 通のお便りを頂きました。読者プレゼントのひまわり券
とあらびき茶を 5 人の方に送ります。（イラストの投稿は濃い目に描いてください）

ひ
ま
わ
り
商
品
券

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
ひ
ま
わ
り
商
品
券

を
早
速
購
入
し
ま
し
た
。

　

購
入
し
て
、
意
識
が
変
わ
っ
た
こ
と

は
、
志
布
志
市
内
で
買
い
物
を
す
る
と

い
う
こ
と
が
志
布
志
市
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
、
こ
れ

ま
で
買
い
物
に
隣
町
へ
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
市
内
で
買
い
物
を
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
我
が
家
は
商
売
も
し
て
い
る

の
で
、
市
外
か
ら
の
客
を
い
か
に
増
や

す
か
と
い
う
こ
と
も
志
布
志
市
の
増
収

益
に
な
り
ま
す
。

　

基
本
的
な
こ
と
に
今
更
な
が
ら
気
づ

き
市
内
で
の
買
い
物
が
楽
し
く
な
り
ま

し
た
。
市
民
で
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

で
す
ね
。　
（
赤
電
話
さ
ん
31
歳
女
性
）

　
　
　
　

▼

　

私
も
商
品
券
で
買
い
物
を
楽
し
み
ま

し
た
。
日
用
品
や
衣
料
、
雑
貨
等
も
市

内
の
お
店
で
そ
ろ
え
ら
れ
ま
す
し
、
価

格
も
安
い
の
で
移
動
に
使
う
時
間
と
ガ

ソ
リ
ン
代
も
節
約
で
き
ま
し
た
。
こ
の

取
り
組
み
を
続
け
る
こ
と
で
商
業
と
と

も
に
市
も
発
展
す
る
と
い
い
で
す
ね
。

神
様
は
上
手

　

農
作
業
が
ひ
と
だ
ん
ら
く
し
て
寝
そ

べ
っ
て
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
と
、
い
っ

こ
う
に
漬
物
を
作
ろ
う
と
し
な
い
妻
に

夫
は
し
び
れ
を
き
ら
し
グ
ロ
ー
ブ
の
よ

う
な
手
で
ゴ
シ
ゴ
シ
と
タ
カ
ナ
を
も
ん

で
い
る
。
我
が
家
は
時
々
夫
が
妻
に
変

身
！
手
の
こ
ん
だ
料
理
は
作
ら
な
い
ま

で
も
味
付
等
は
私
よ
り
上
手
な
の
で

す
。
こ
の
人
（
夫
）
が
主
婦
だ
っ
た
ら

ど
ん
な
に
か
味
の
あ
る
家
庭
を
築
い
て

い
た
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

不
器
用
・
め
ん
ど
く
さ
が
り
屋
で
お

ま
け
に
料
理
下
手
。
こ
ん
な
私
を
も

ら
っ
て
く
れ
た
の
だ
か
ら
日
々
床
の
間

に
飾
っ
て
や
り
た
い
の
で
す
が
・
・
・

天
国
の
母
が
「
こ
ら
！
な
ん
ち
ゅ
う

こ
っ
か
」
と
叫
ん
で
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、そ
の
声
も
「
千
の
風
」
に
乗
っ

て
か
き
消
さ
れ
て
私
に
は
聞
こ
え
て
き

ま
せ
ん
が
、
只
ひ
と
つ
感
謝
の
気
持
ち

は
誰
に
も
負
け
な
い
と
思
う
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
神
様
あ
り
が
と
う
。

　
（
三
日
坊
主
さ
ん
63
歳
女
性
）

　
　
　
　

▼

　

き
っ
と
い
つ
も
一
生
懸
命
お
仕
事
等

を
頑
張
っ
て
い
る
（
と
思
い
ま
す
）
三

日
坊
主
さ
ん
を
見
て
気
持
ち
よ
く
タ
カ

ナ
を
も
ん
だ
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

市
で
は
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
家
事
は
女
性
の

仕
事
と
決
め
つ
け
ず
に
協
働
で
行
う
と

早
く
終
わ
る
と
思
い
ま
す
。

も
の
を
大
切
に
・
・
・

　
「
特
集
も
の
を
大
切
に
…
」は
良
か
っ

た
で
す
。分
別
が
始
ま
っ
て
10
年
余
り
、

こ
こ
ま
で
成
長
し
た
の
も
市
民
の
協
力

が
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
し
、
先
進
地
と

し
て
視
察
も
あ
る
こ
と
は
大
変
喜
ば
し

い
で
す
。

　

し
か
し
、
10
年
た
っ
て
面
倒
な
分
別

に
ダ
レ
て
い
る
人
や
分
別
の
種
類
が
多

く
な
り
す
ぎ
て
判
別
に
困
っ
て
い
る
様

子
が
伺
え
ま
す
。
当
番
を
し
て
い
て
異

様
に
重
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
袋
が
あ
り
点

検
し
て
み
る
と
ハ
ン
ド
ミ
キ
サ
ー
や
刃

物
研
ぎ
器
が
忍
ば
せ
て
あ
っ
た
り
等

色
々
悪
知
恵
の
発
達
し
た
人
が
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
時
間
前
に
無
記
名
で
出

し
て
あ
る
た
め
注
意
の
し
よ
う
が
あ
り

ま
せ
ん
。し
か
し
、先
月
の
特
集
に
あ
っ

た
よ
う
に
焼
却
施
設
建
設
・
維
持
の
支

出
を
し
な
い
た
め
、
市
民
に
面
倒
な
お

願
い
を
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
半
年

か
1
年
に
一
度
、
分
別
に
協
力
し
て
い

る
市
民
一
人
ひ
と
り
に
お
礼
の
粗
品
を

配
布
し
て
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
の
も
良

い
か
と
思
い
ま
す
。
紙
ひ
も
や
ご
み
袋

が
も
ら
え
れ
ば
助
か
り
ま
す
。

（
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ン
さ
ん
64
歳
男
性
）

　
　
　
　

▼

　

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
の
美
し
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市
民
の
広
場

↑点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも応募できます。）

お便り
お待ちしています
市報し�しを読んだ感想や今後取り
上げて欲しい特集、志布志市に対す
るご意見等何でもお好きなことを書
いてください。（一部修正して掲載す
る場合もあります）
　月末までに頂いたお便りが、その月
のプレゼントの応募対象に�ります。
それ以降の分は次月の応募対象と�り
ますので、ご了承ください。
…………………………………………
いただいた「お便り」は「市民
のこえ」コーナーに掲載いたし
ます。（お便りが多数の場合には
担当にて選考のうえ掲載します）
個別の回答はいたしませんので、
ご了承ください。
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い
短
歌
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吉俣  良 withフレンズ  アコースティックコンサート

お問い合わせ：曽於市末吉総合センター　☎ 0986-76-7100

■会場　曽於市末吉総合センター　■開  演　午後6時30分　■入場料（全席指定）一般　3,000円　高校生以下  2,000円
■チケット取扱所：末吉総合センター・浜田書店・財部中央公民館・大隅文化会館・光美堂・浜田文宝堂・ 西村楽器店

8月2日（日）

　　　　　　　　2008年大河ドラマ「篤姫」の音楽を担当。その他、
　　　　　　　　ＮＨＫ朝の連続テレビ小説『こころ』『風のガー
デン（中井貴一主演）』『薔薇のない花屋（香取慎吾主演）』『Dr. 
コトー診療所』『プライド』『空から降る一億の星』映画『冷静と
情熱のあいだ』『バッテリー』等がある。

Japqnese poem
 of 31 syllables *Haiku poem

 * Com
ic Haiku *2009.7



��　市報しぶし■ 2009.7
2009.7 ■市報しぶし　�2

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
で

は
ご
覧
に
な
れ
ま
せ
ん
。

C
ity

 in
f
o
r
m

a
tio

n

地デジ（地上デジタルテレビ放送）

の準備はお済みですか？
８月に地デジ説明会を開催します
　総務省鹿児島県テレビ受信者
支援センター（愛称・デジサ�
鹿児島）」が、志

布志市内の公民館などで説明会
を開�します。
　デジタル放送を受信するため
に必要な情報を提供するととも
に「デジタル放送を見られるようにするには
どうすればいいの ?」	など、ご自宅やお住まい
の地域でデジタル放送を受信するための具体
的な質問にお答えします。また、会場にはデ
ジタルテレビ・デジタルチューナー・リモコン・
UHF アンテナなどを展示し、実際に触れて体
験することができます。
■時間　各会場とも午前・午後の 2 回
　●１回目（午前）・・・10:30 ～ 11:30
　●２回目（午後）・・・15:00 ～ 16:00
※機器の販売や契約の勧誘などは一切ありま
せん。当日、直接、会場へお越しください。
定員に限りがありますので、先着順とします。

説明�日程表
　日　程 �場（定員）

1 8月11日（火）（火）火）） 山重青少年館（60）（60）60））
2 8月12日（水）（水）水）） 野神青少年館（100 ）（100 ）100	））
3 8月12日（水）（水）水）） 原田青少年館（100 ）（100 ）100	））	
4 8月12日（水）（水）水）） 蓬原青少年館（60 ）（60 ）60	））
5 8月17日（月）（月）月）） 伊﨑田公民館（60）（60）60））
6 8月17日（月） 有明青少年館（100）
7 8月17日（月） 通山青少年館（100	）
8 8月18日（火） 新橋地区老人福祉センター（100）センター（100）（100）
9 8月18日（火） 泰野地区公民館（100	）

10 8月18日（火） 尾野見地区公民館（80）
11 8月19日（水）） 四浦地域ふれあいセンター（20）センター（20）（20）	
12 8月19日（水）） 田之浦ふるさと交流館（50）　
13 8月19日（水）） 八野地区農業構造改善センター（60）センター（60）（60）
14 8月20日（木） 森山生活改善研修センター（50 ）センター（50 ）（50	）	
15 8月20日（木） 香月地区公民館（50）
16 8月20日（木） 志布志地区公民館（旧ハローワーク跡地）（50）ハローワーク跡地）（50）跡地）（50）
17 8月21日（金） 安楽地区公民館（60）　　　
18 8月21日（金） 福島渡公民館（100	）						

地デジを口実にした悪徳商法にご注意を！
　テレビ調査や工事を口実に料金を不正に請求したり、総務省やテレビ局などの関係機関の
職員をかたり、切り替え手数料などを架空請求する悪質な事例が発生しております。
　デジタル放送への対応で総務省、テレビ局、その関係機関からお金を請求することは一切
ありません。このような請求を受けたときは、すぐに払わず、次のところへご連絡ください。
　●総務省地デジコールセンター　℡ 0570-07-0101( ナビダイヤル )
　●九州総合通信局　放送課　　　℡ 096-326-7882　　●志布志警察署　℡ 099-472-0110
　●鹿児島県消費生活センター　　℡ 099-224-0999

２００９志布志みなとまつり
志布志港　7 月 26 日（日）　

場　　所：志布志港旅客船埠頭（観光船バース）周辺
花火大会：20:00 ～ 21:45　　　　　　　　　　　  　

荒天時は翌 27 日（月）に順延　　

さんふらわあクルージング等の楽しいイベントも盛りだくさんです。
詳細につきましては随時市のホームページ等で紹介します。

１
万
発
の
花
火
が
志
布
志
の
夜
空
を
彩
り
ま
す 問い合わせ先　志布志みなとまつり実行委員会事務局　　（志布志市商工会内）　℡ 472-1108

～平成 21 年度　志布志市緊急経済対策事業～

ひまわり商品券・追加販売を行っています

■問い合わせ先　市役所港湾商工課　℡ 474-1111（285）

プレミアム付きひまわり商品券とは・・？？
■一般分（1 割のプレミアム）・・・18 歳以上が対象
　10,000 円で、500 円の商品券� 22 枚＝ 11,000 円分を10,000 円で、500 円の商品券� 22 枚＝ 11,000 円分を
購入できます。
■ 18 歳未満分（2 割のプレミアム）・・18 歳未満が対象
　10,000 円で、500 円の商品券� 24 枚＝ 12,000 円分を10,000 円で、500 円の商品券� 24 枚＝ 12,000 円分を
　購入できます。購入できます。
※いずれの場合も 1 人 50,000 円までが購入限度になり
　ます。

出張販売も行っています
　7 月中の土曜日、日曜日の午前 10 時から午後 6 時まで、
サン�ートし�しアピアで出張販売を行っています。
※日程を変更する場合があります。

限度額が 1 人 5 万
円に�ってさらに
　　お得に！

7 月から追加販売を始めました。1 人 5 万円までが購入限度になります。4 月 1 日以降、転入の方も購入できます。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

市の人口　　5 月 31 日現在
人　口	 34,525 人	 	 （△ 17）
				男	 16,247 人	 	 （△ 14）
				女	 18,278 人	 	 （△ 3）
転　入	 78 人	 　転　出	 　68 人
出　生	 20 人	 　死　亡	 　47 人
世帯数	 15,696 戸	 	 （2）

 志布志港　平成 21 年 4 月分

　①入港隻数	 	 61 隻
　　（日本 1、外国 60）
　②輸出	 6 億 80 百万円
　③輸入	 76 億 88 百万円

資料　鹿児島税関支署

■説明�問い合わせ�　デジサポ鹿児島　℡ 099-812-8001　　市役所情報管理課地域情報係　℡ 474-1111（内線 323）



ストップ滞納
■問い合わせ�　本庁税務課滞納整理係　℡ 474-1111（内線 152）

　市では、市税等の口座振替を推進しております。この機会に安心・確実・便利な口座振替をご利用くださ
い。ご希望がありましたら納税組合（自治会）単位で口座振替の手続き等について説明に伺います。

安心・確実・便利�口座振替をご利用ください

　新たな年度が始まり、みなさんのお手元にもさまざまな税
金の納税通知書が届いているかと思います。しかし、その税
金の仕組みや課税方法について「分かりづらい」「理解しに
くい」といった意見を持たれる方は多いのではないかと思い
ます。そのため、今回から税金の課税方法や疑問点などを簡
単に説明していきます。
●市町村民税・都道府県民税（住民税）
　一般的に「住民税」と呼ばれ、お住まいの市町村及び都
道府県に対して課税されます。また、「個人」と「法人」に
分かれており、「個人」は一定の所得があると課税され、市
町村で都道府県民税まで徴収しますが、「法人」については、
県民税分は県へ直接申告・納付となります。
今回は、この中でみなさんに一番身近な「個人」の課税につ
いて説明していきます。
　毎年1月1日にお住まいの市町村で納税義務が発生します。

（原則として、住民票がある市町村で課税されますが、単身
赴任などで住民票と違うところにお住まいの方は「生活の本
拠」であるお住まいの市町村で課税される場合があります）
　「住民税」は、所得から控除を引いた金額に税率をかけた「所
得割」（所得割は所得税の計算と似ています）、一定の所得が
あれば課税される「均等割」を合計した金額が課税されます。
　また、基本的には全国統一された税率・税額であるため、
同一の所得・控除額であれば、どの市町村に住んでいても同
じ税額となります（但し「均等割」については都道府県によ
り異なる場合があります。｢例として、鹿児島県の場合『森
林環境税（500 円）』が課税されています｣。）。
　住民税の徴収方法は２通りあり、給与所得者の方について
は給与から天引きされる「特別徴収」、自営業や農業の方な

ど自分で納付する「普通徴収」があります。納付回数につい
ては「普通徴収」の年４回に対し、「特別徴収」は毎月の給与か
ら天引きされるため年12回に分けての納付となっています。
※今年 10 月より 65 歳以上の年金を受給されている方は「年
金特別徴収」が始まります。対象者の方については、随時お
知らせしています。
Ｑ．課税の計算方法を教えてください。
Ａ．税務署や市町村への申告書や勤務先からの源泉徴収票が
基本的な計算方法となりますが、所得税と住民税の控除の金
額が異なる点に注意します。また、障害者や母子（父子）家
庭、未成年者で独身の方については、一定の所得まで非課税
となるなど若干異なっています。主に異なる点を以下にまと
めてみました。

所得税 住民税
基礎控除、配偶者控除�ど 38 万円 　　　　33 万円
障害者（普通）控除、
寡婦（一般）控除�ど 27 万円 　　　　26 万円※

税率　課税所得 195 万円以下 5％　 一律 10％（都道府
県 4％、市町村 6％）

※住民税では、障害者、寡婦（夫）や未成年者の方は「所得
　125 万円以下」は非課税扱いとなります。

（参考）	課税所得　＝　所得合計　－　控除合計
	 所得割額　＝　課税所得　�　税率１０％
　	 均等割額　＝　4500 円
　　　　（扶養者がなく、所得合計が 28 万円を超える場合）
※市町村民税 3000 円、都道府県民税 1000 円、森林環境税
　500 円（鹿児島県民の場合）
　詳しいことが知りたい方は、市役所　税務課市民税係まで
お問い合わせください。

～税まめ知識シリーズ ⑥～『市
し ち ょ う そ ん み ん ぜ い  と ど う ふ け ん み ん ぜ い（ じ ゅ う み ん ぜ い ）

町村民税・都道府県民税（住民税）』

　納税は国民の三大義務のひとつです。税金は、国及び地方公共団体の財政収入の大部
分を占め、国及び地方公共団体の活動の基礎をなすものであることから、税金の徴収は、
国及び地方公共団体の財政力を確保する上で最も重要性を有するものです。
　そのほか、税金の公平な負担の観念からも極めて重要であり、税債権を確保するため
に差押や納税義務の拡張などさまざまな内容を強制的に執行することができます。

   差押を実施した人数　　６７人６７人人
（平成 21 年 4 月～平成 21 年 6 月）

■差押の内容　●給与　5 人　●預貯金　14 人　●不動産　15 人　●債権　33 人
■タイヤロックによる差押予告書の発送（随時）
■過年度滞納者への差押予告書の発送（随時）
■不動産公売について（告知）
　近日、不動産の公売を行う予定です。日程については未定ですが、決まり次第、市の
広報紙やホームページ等に掲載いたします。

※市では、税負担の公平性を維持するために、滞納額の減少に向けた様々なタイヤロック装置による差押などの取組を
行っています。
　生活状況により一度に納税することが困難な方や失業・病気等により収入が無い方など、本庁・各支所の税務窓口に
て随時納税相談を実施しています。
　特別な理由もなく滞納を続けられますと、他の納税者との公平を保ち、大切な市税を確保するため、やむなくあなた
の財産（給料、預金、不動産など）を差し押さえることになります。（法律では、「督促状を発した日から起算して 10 日
を経過した日までに完納しないとき」は、「財産を差し押えなければならない」と定められています。）

　　今月の納税 納付期限　7 月 31 日（金）　口座振替日　7 月 27 日（月）
 口座振替をされる方は、口座振替日の前日までに残高確認をお願いします。

 固定資産税（2 期）　　国民健康保険税（3 期）
 介護保険料（3 期）　　後期高齢者医療保険料（3 期）
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■問い合わせ�　志布志市役所税務課　℡ 474-1111（内線 142、143、147、148）
税
務
署
の
受
付
窓
口
を
一
本
化
！

　

全
国
の
税
務
署
で
は
、
平
成
21
年
7
月
10
日

か
ら
受
付
窓
口
の
一
本
化
（
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
納
税
者
の
皆
様
が
税
務
署
へ
お

越
し
に
な
ら
れ
た
時
は
、
ご
用
件
の
内
容
に
応

じ
て
総
務
課
、
管
理
・
徴
収
部
門
、
個
人
課
税

部
門
、
資
産
課
税
部
門
、
法
人
課
税
部
門
等
の

そ
れ
ぞ
れ
の
窓
口
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
お
り

ま
し
た
が
、
各
種
の
申
告
書
、
申
請
書
等
の
提

出
、
各
種
用
紙
の
交
付
請
求
、
納
税
証
明
書
の

請
求
及
び
受
領
、
国
税
の
納
付
、
国
税
に
係
る

制
度
や
手
続
に
関
す
る
一
般
的
な
ご
相
談
な
ど

に
つ
い
て
は
、
一
つ
の
窓
口
（
総
務
課
（
管
理

運
営
担
当
））
で
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
税
に
関
す
る
一
般
的
な
ご
相
談
に
つ

い
て
は
、
熊
本
国
税
局
の
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

（
税
務
署
に
電
話
さ
れ
た
際
に
音
声
で
案
内
し

ま
す
の
で
、「
１
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。）

で
受
け
付
け
て
お
り
、
具
体
的
な
書
類
の
確
認

な
ど
が
必
要
と
な
る
個
別
的
な
ご
相
談
に
つ
い

て
は
、
事
前
に
ご
予
約
い
た
だ
い
た
上
で
税
務

署
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

大
隅
税
務
署

　

℡
０
９
９
ー
４
８
２
ー
０
０
０
７

　

※
自
動
音
声
案
内
に
な
り
ま
す
。

「
税
」に
関
す
る
標
語
募
集
の
お
知
ら
せ

　

国
税
庁
で
は
、
毎
年
11
月
11
日
～
11
月
17
日

を
「
税
を
考
え
る
週
間
」
と
定
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
広
報
・
広
聴
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
を
受
け
、
本
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま

が
「
税
」
に
つ
い
て
、
身
近
な
も
の
と
し
て
と

ら
え
、理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、「
税
」

に
関
す
る
標
語
を
募
集
し
ま
す
。こ
の
機
会
に
、

税
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
募
集
作
品　
「
税
」
に
関
す
る
標
語
（
未
発

表
作
品
に
限
り
ま
す
。）

■
応
募
資
格　

中
学
生
以
上
で
、
市
内
に
住
所

を
有
す
る
方

（
※
中
学
生
は
学
校
を
通
じ
て
募
集
し
ま
す
）

■
応
募
方
法

　

志
布
志
市
役
所
（
本
庁
、
各
支
所
）、
市
文

化
会
館
、
や
っ
ち
く
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
蓬

の
郷
、
サ
ン
ポ
ー
ト
し
ぶ
し
ア
ピ
ア
に
備
え
付

け
の
応
募
用
紙
を
使
用
い
た
だ
く
か
、
官
製
は

が
き
に
て
、
標
語
作
品
・
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
記
入
の
う
え
郵
送
に
て
ご
応
募
く
だ
さ

い
。（
※
応
募
は
１
人
１
点
と
し
ま
す
）

ま
た
、FAX

（471-4407

）
及
びe

メ
ー
ル

（syuunoukanri@
city.shibushi.lg.jp

）
で
も

受
け
付
け
ま
す
。

■
応
募
締
切　

９
月
７
日
（
月
）
消
印
有
効

■
そ
の
他　

志
布
志
市
長
賞
ほ
か
各
賞
を
準
備

し
て
お
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先	

　

志
布
志
市
役
所
税
務
課
収
納
管
理
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１（
内
線
１
４
７
・
１
４
８
）
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納付書等発送のお知らせ
　今月（７月）は、国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、介護保険料の第３期
から第１０期分の納税通知書、納付書（７月から２月までの納付月分）を発送します。
お手元に届きました封筒は必ず開封してご確認ください。
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平成21年度 滞納処分等実施状況について



							 オラレトピックス
　競艇初心者の方も安心！　初心者競艇教室を随時開催中！（20 分位無料）

障害者日常生活用具給付事業について紹介します
　先月号の 37 ページに掲載しました、障害者日常生活用具給付事業は、大きく分けても 45 の種目に、補装具給付事業は、
12 の種目に分かれています。今月は、その中でも問い合わせ等の多いものを紹介いたします。

 種目（種類） 対　　象　　者  種目（種類の性能）

火災警報器 障害等級２級以上の身体障害者（児）又は
重度若しくは最重度の知的障害者（児）で
あって、火災発生の感知及び避難が著しく
困難な者のみの世帯及びこれに準ずる世帯。

室内の火災を煙又は熱により感知し、音又
は光を発して屋外にも警報ブザーで知らせ
ます。

自動消火器 室内温度の異常上昇又は炎の接触で自動的
に消火液を噴射し初期火災を消火します。

電磁調理器

視覚障害２級以上の身体障害者で盲人のみ
の世帯及びこれに準ずる世帯又は重度若し
くは最重度の知的障害者で知的障害者のみ
の世帯及びこれに準ずる世帯。

視覚障害者又は知的障害者が、ガスを使う
ことなく、安全に調理ができます。

特殊寝台 下肢又は体幹機能障害２級以上の身体障害
者（児）

腕、脚等の訓練のできる器具を付帯し、原
則として使用者の頭部及び脚部の傾斜角度
を個別に調整できる機能を有する寝台です。

特殊マット

下肢又は体幹機能障害１級で常時介護を要
する身体障害者（身体障害児の場合は２級
を含む。）、及び重度若しくは最重度の知的
障害者（児）

褥瘡の防止又は失禁等による汚染又は損耗
を防止できます。

ネブライザー
（吸入器）

呼吸器機能障害３級以上又は同程度の身体
障害者（児）で、必要と認められるもの。 呼吸器の疾患をやわらげることができます。

電気式たん吸
引器

入浴補助用具 下肢又は体幹機能に障害を有する身体障害
者（児）で、入浴に介助を要するもの。

入浴時の移動、座位の保持、浴槽への入水
等を補助でき、身体障害者（児）又は介助
者の負担が軽減できます。
※浴室を改修する場合は、別途、住宅改修
の事業があります。

盲人用時計 視覚障害２級以上の身体障害者（児） 視覚障害者に時刻を知らせる接触時計、音
声時計があります。

座位保持装置
体幹・四肢の障害により、長時間座位が取
れないもの、自力で座位を保持できない身
体障害者（児）

椅子や車いす上で良い座位・姿勢をとるこ
とで身体の変形や褥創を抑え、座位時間を
延長することができます。また、「寝たきり」
を防止することもできます。

※ 1	 障害者日常生活用具給付事業、補装具給付事業は、原則、料金の 1 割の個人負担が必要となります。
※ 2	 火災警報器は、消防法の改正により、住宅用火災警報器についても平成 23 年 5 月末までに設置が義務付け
	 られています。また、おおむね 65 歳以上の低所得の寝たきり高齢者、ひとり暮らし高齢者に対しては高齢
	 者の日常生活用具給付事業（担当保健課）を実施しております。この事業の利用者負担額は、市民税の非課	
	 税世帯は無料、課税世帯は 1 割です。
※ 3	 座位保持装置は補装具給付事業として実施しております。
■問い合わせ先
	 市役所本庁福祉課　℡ 474-1111（内線 160・173）　志布志支所福祉課　℡ 472-1111（内線 203・201）
	 松山支所市民課　　℡ 487-2111（内線 276・271）　市役所本庁保健課　℡ 474-1111（内線 162・163）
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津 G1MB 大賞 常滑一般（4 日目～）

住之江一般丸亀一般

大村ＧⅢ女子リーグ

■営業時間　10:00 ～ 21:00（ナイター開�がない場合は 17:00 まで）7 月 8 月は全日程ナイターレースを開�しています！がない場合は 17:00 まで）7 月 8 月は全日程ナイターレースを開�しています！17:00 まで）7 月 8 月は全日程ナイターレースを開�しています！）7 月 8 月は全日程ナイターレースを開�しています！7 月 8 月は全日程ナイターレースを開�しています！月は全日程ナイターレースを開�しています！は全日程ナイターレースを開�しています！
■問い合わせ先　オラレ志布志　℡ 479-3111

オラレとはスペイン語で「さあ！（行こう）」「ハイ！（行くぞ）」という意味で、皆で楽しいことを行う時にかけ声としてよく使われる言葉です。スペイン語で「さあ！（行こう）」「ハイ！（行くぞ）」という意味で、皆で楽しいことを行う時にかけ声としてよく使われる言葉です。

試験区分 採用予定人員 受　験　資　格

一般事務職 A 若干名 昭和 59 年 4 月 2 日から平成 4 年 4 月
1 日までに生まれた者

一般事務職 B 若干名
昭和 49 年４月２日以降に生まれた者
で民間企業等における職務経験を５
年以上有する者

土木技術職 若干名

昭和４９年４月２日から平成４年４
月１日までに生まれた者で、土木技
術の専門課程を履修したか、平成２
２年３月末までに土木技術の専門課
程を履修見込みの者、または同等の
知識がある者

■共通事項
　●学校教育法に基づく高等学校卒業（平成 22 年 3 月卒業
　　見込みの者を含む。）程度の学力を有する者。
　●職員に採用後は、志布志市内に居住できる者。
　●その他詳細につきましてはお問い合わせください。
■一次試験　教養試験・作文試験・専門試験（土木技術職のみ）
■日時　平成 21 年 9 月 20 日（日）　午前 8 時 30 分から
■場所　農村環境改善センター（市役所隣）多目的ホール
※一次試験結果の通知は平成 21 年 10 月中旬までに受験者
　全員に文書で通知します。
■二次試験　面接試験（一次試験合格者のみ）

■受験手続及び申込期間
■申込手続及び添付書類
　●受験申込書（総務課人事厚生係、各支所地域振興課総
　　務係に準備してあります）に次の添付書類を添えて総
　　務課人事厚生係に申し込んでください。
　●写真１枚（受験申込書に貼付したものと同じもの縦 3.5
　　センチ、横 3.0 センチ）
※ホームページから電子申請も可能になっています。
■申込期間
　● 7 月 27 日（月）から 8 月 20 日（木）まで（土、日曜
　　日を除く）午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分まで受け
　　付けます。（郵送の場合は 8 月 20 日必着です）
■採用と給与
　●採用は平成 22 年 4 月 1 日の予定で、合格者には直接通
　　知します。
　●初任給は、市初任給基準に基づいて決定し、他に期末
　　手当、勤勉手当等が支給されます。
■申込・問い合わせ先　市役所総務課人事厚生係
　　　　　　　　　　　℡ 099-474-1111（内線 212）
　　　　　　　　　　　Fax	099-474-2281

平成21年度志布志市職員採用候補者名簿登載試験のご案内

アピアホールをご利用ください！
　今年 4 月、「オラレ志布志」がオープンしました。
　「サン�ートし�しアピア」の 2 階にある「アピアホール」は「オラレ志布志」
オープン後も、以前と同様に市民の皆様がご利用いただけるよう整備していま
す。
　現在も約 200 名が収容可能で、各種講演会、各種パーティー、各種展示会、
各種研修、各種会議、各種教室など多目的に利用できます。（ステージは分割
可動式です）
■利用申込・問い合わせ先　志布志まちづくり公社　℡ 472-5111

オラレしぶし 7 月・8 月番組表

浜名湖G1ダイヤモンドカップ 浜名湖G1ダイヤモンドカップ

桐生GⅠ周年

丸亀一般

蒲郡一般

徳山 G1 周年

蒲郡一般（17～）

若松SGオーシャンカップ

蒲郡一般（2日目～16）

桐生一般（3日目～）

市 営 住 宅 空 き 家 情 報　（ 松 山 地 区 ）
　市では、市営住宅の入居者募集を随時行っています。
■馬場団地 201・202 号　長屋造り　３�　 最低家�　　６，８００円・202 号　長屋造り　３�　 最低家�　　６，８００円202 号　長屋造り　３�　	 最低家�　　６，８００円
■松山団地 102 号　３階建の２階　３D�　	 最低家�　１５，６００円　１５，６００円１５，６００円
　※家�は所得に応じて決定
■問い合わせ・申込先
　●市役所建設課管理係　℡ 474-1111（内線 467）　●松山支所建設課管理係　℡ 487-2111（内線 253）

松山団地馬場団地

2階ロビーの様子

2階多目的ホール
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a
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n

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
に
つ
い
て

　

災
害
発
生
時
に
は
一
般
の
電
話
や
携
帯

電
話
は
つ
な
が
り
に
く
く
な
り
、
ご
家
族

や
親
戚
・
知
人
の
安
否
を
確
認
す
る
こ
と

が
非
常
に
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル（
１
７
１
）」

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

災
害
時
に
比
較
的
つ
な
が
り
や
す
い
公
衆

電
話
か
ら
の
利
用
も
可
能
で
す
。

■
提
供
開
始

　

震
度
６
弱
以
上
の
地
震
発
生
時
、
及
び

地
震
・
噴
火
等
の
発
生
に
よ
り
、
被
災
地

へ
向
か
う
安
否
確
認
の
た
め
の
通
話
等
が

増
加
し
、
被
災
地
へ
向
け
て
の
通
話
が
つ

な
が
り
に
く
い
状
況
に
な
っ
た
場
合
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
側
で
速
や
か
に
利
用
可
能
と
し
ま

す
。 伝言を録音する場合

１７１　　１　　０９９４７ＸＸＸＸＸ

　　１＃　　伝言を 30秒以内で録音　　電話を切る

案内 案内

伝言を聞く場合
１７１　　２　　０９９４７ＸＸＸＸＸ

　　１＃　　伝言を聞く　　　　　   　　電話を切る

案内 案内

被災地での共通の電話番号になるため、ご家族、親戚等であ
らかじめ登録する番号を決めておいてください。自宅の電話
番号がよいでしょう。
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「
キ
オ
ビ
エ
ダ
シ
ャ
ク
」
が
有
明

町
通
山
で
大
量
発
生
！

　

イ
ヌ
マ
キ
の
葉
を
食
い
荒
ら
す
害
虫

「
キ
オ
ビ
エ
ダ
シ
ャ
ク
」
の
幼
虫
の
発

生
が
、
６
月
中
旬
か
ら
有
明
町
通
山
で

確
認
さ
れ
ま
し
た
。（
写
真
参
照
）今
後
、

市
内
全
域
で
の
発
生

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

庭
な
ど
に
イ
ヌ
マ

キ
を
植
栽
し
て
い
る

ご
家
庭
で
は
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

「
キ
オ
ビ
エ
ダ
シ
ャ
ク
」
の
幼
虫
は
イ

ヌ
マ
キ
の
葉
を
ほ
と
ん
ど
食
い
荒
ら

し
、
被
害
木
の
大
部
分
は
枯
れ
て
し
ま

い
ま
す
。（
写
真
参
照
）
幼
虫
の
駆
除

に
は
薬
剤
の
散
布
が

有
効
で
す
。

　

薬
剤
は
次
の
い
ず

れ
か
を
使
用
し
て

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●「
ト
レ
ボ
ン
乳
剤
」

4
０
０
０
倍
希
釈
液

（
水
4
㍑
あ
た
り
薬
剤
１
㏄
の
割
合
で

薄
め
る
）

●
「
ス
プ
ラ
サ
イ
ド
乳
剤
」
１
５
０
０

倍
希
釈
液
（
水
1
．
5
リ
ッ
ト
ル
あ
た

り
薬
剤
１
㏄
の
割
合
で
薄
め
る
）

※
薬
剤
は
、
農
薬
取
扱
店
（
農
協
、
園

芸
専
門
店
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
）
で

購
入
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ス
プ
ラ

サ
イ
ド
乳
剤
は
劇
物
の
た
め
、
購
入
の

際
、
印
鑑
が
必
要
で
す
。

※
薬
剤
散
布
を
行
う
前
に
は
、
あ
ら
か

じ
め
近
所
の
方
に
も
連
絡
し
、
ま
た
、

周
辺
の
農
作
物
や
通
行
人
等
に
飛
散
し

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

自
分
で
薬
剤
散
布
が
で
き
な
い
場
合

は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
造
園
業

者
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
市
役
所
耕
地
林
務
水
産
課
林
務
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
４
２
２
）

●
志
布
志
支
所
産
業
振
興
室

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
４
１
４
）

●
松
山
支
所
産
業
振
興
室

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
２
４
２
）

第
６
回
障
害
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
及
び
第
３
回
障
害
者

文
化
活
動
発
表
会

　

市
で
は
、
障
害
者
や
そ
の
家
族
の
交

流
を
深
め
る
た
め
毎
年
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
と
障
害
者
文
化
活
動
発
表
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
次
の
要
領
に
よ
り

参
加
者
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
申

込
み
さ
れ
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
障
害
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
（
雨
天
時　

ミ
ニ
バ
レ
ー
予
定
）

●
実
施
日
時　

９
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
12
時

●
実
施
場
所　

ア
ピ
ア
下
緑
地
公
園

（
雨
天
時　

志
布
志
体
育
館
）

●
参
加
料　

一
人
１
０
０
円（
保
険
料
）

●
申
込
方
法　

市
役
所
福
祉
課
（
松
山

支
所
に
お
い
て
は
市
民
課
）
窓
口
に
用

意
し
て
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
障
害
者
文
化
活
動
発
表
会

●
実
施
日
時　

９
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

午
後
12
時
30
分
～
４
時

●
実
施
場
所　

ア
ピ
ア
２
階
ホ
ー
ル

●
内
容　

製
作
物
の
展
示
や
舞
台
で
の

演
奏
、
歌
、
詩
の
朗
読
な
ど

■
申
込
方
法　

団
体
、
個
人
の
参
加
い

ず
れ
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
市
役
所
福
祉

課
（
松
山
支
所
に
お
い
て
は
市
民
課
）

窓
口
に
用
意
し
て
あ
る
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
本
庁
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
７
３
）

●
志
布
志
支
所
福
祉
課
福
祉
係

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
０
３
）

●
松
山
支
所
市
民
課
福
祉
係

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
２
７
６
）

平
成
22
年
成
人
式
実
行
委
員
を

募
集
し
ま
す

　

平
成
22
年
１
月
４
日（
月
）に
行
わ
れ

る
成
人
式
の
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

新
成
人
対
象
者
の
み
な
さ
ん
、
自
分

た
ち
の
成
人
式
を
自
分
た
ち
の
手
で
思

い
出
に
残
る
ス
テ
キ
な
も
の
に
創
り
上

げ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
実
行
委
員
会　

１
～
２
回
程
度

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
応
募
期
限　

平
成
21
年
７
月
31
日（
金
）

■
そ
の
他　
第
１
回
実
行
委
員
会
８
月
予
定

■
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
３
３
５
）
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年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
な
い

高
齢
者
の
皆
さ
ま
へ

合
算
対
象
期
間
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

原
則
と
し
て
、
保
険
料
を
納
付
し
た
期

間
と
免
除
さ
れ
た
期
間
を
合
算
し
て
25
年

の
年
金
加
入
期
間
が
必
要
で
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
年
金
制
度
の
変
遷

の
中
で
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
な
か
っ

た
り
、
国
民
年
金
の
被
保
険
者
の
対
象
と

な
っ
て
い
な
か
っ
た
、
な
ど
に
よ
り
25
年

を
満
た
せ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
注
】
生
年
月
日
に
よ
り
、
25
年
の
年
金
加
入
期

間
が
な
く
て
も
受
給
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
方
も
年
金
を
受

給
で
き
る
よ
う
、
受
給
資
格
期
間
と
し
て

み
な
す
こ
と
が
で
き
る
期
間
が
あ
り
、
こ

の
期
間
を「
合
算
対
象
期
間
」と
い
い
ま
す
。

　

保
険
料
を
納
付
し
た
期
間
と
免
除
さ
れ

た
期
間
に
合
算
対
象
期
間
を
加
え
た
期
間

が
25
年
以
上
あ
れ
ば
老
齢
基
礎
年
金
の
受

給
要
件
を
満
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、「
合
算
対
象
期
間
」
は
、
保
険

料
を
納
付
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
合
算
対
象
期
間
の
例

●
昭
和
36
年
４
月
１
日
か
ら
昭
和
61
年
３

月
31
日
ま
で
の
期
間
で
、厚
生
年
金
保
険
、

船
員
保
険
及
び
共
済
組
合
の
加
入
者
の
配

偶
者
で
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
な
か
っ

た
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
期
間

●
昭
和
36
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
３
年
３
月

ま
で
の
期
間
で
、
学
生（
夜
間
制
、
通
信
制

を
除
く
）で
あ
っ
て
、
国
民
年
金
に
任
意
加

入
し
な
か
っ
た
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
期
間

　

そ
の
他
に
も
海
外
に
居
住
し
て
い
た
期

間
等
、
様
々
な
合
算
対
象
期
間
の
ケ
ー
ス

が
あ
り
、
又
、
合
算
対
象
期
間
を
証
明
す

る
た
め
の
書
類
が
必
要
と
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ

ル
（
℡
０
５
７
０
ー
05
ー
１
１
６
５
）
か
、

鹿
屋
社
会
保
険
事
務
所
（
℡
０
９
９
４
ー

42
ー
５
１
２
１
）
に
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

学
生
納
付
特
例
の
手
続
き
は

　
　

お
済
み
で
す
か
？

　

学
生
納
付
特
例
制
度
と
は
、
前
年
所
得
が

一
定
以
下
で
あ
る
20
歳
以
上
の
学
生
の
方
が

申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
制
度
で
す
。（
年
度
毎
に
申
請
を

行
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。）

　

こ
れ
は
、
将
来
、
年
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
や
、
不
慮
の
事

故
等
に
よ
り
重
い
障
害
が
残
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
に
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
等
を
防
止
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

こ
の
申
請
が
承
認
さ
れ
る
と
、
平
成
21

年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
の
申
請
手
続
き
が
ま
だ
の

方
は
印
鑑
、
学
生
証
を
ご
持
参
の
う
え
、

市
役
所
本
庁
・
支
所
の
窓
口
か
社
会
保
険

事
務
所
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

年
金
情
報

■Pension information

市
役
所
　
　

  

４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
１
１
６
）

志
布
志
支
所  

４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
２
２
３
）

松
山
支
所
　

  

４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
２
２
４
）

市
民
編
集
員
が
決
定
し
ま
し
た

　

市
報
し
ぶ
し
４
月
号
で
募
集
し
て
い

ま
し
た
市
民
編
集
員
が
決
定
し
ま
し

た
。
市
民
編
集
員
は
皆
様
に
親
し
ま
れ

る
広
報
紙
づ
く
り
の
た
め
に
、
市
民
の

目
線
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
制
度
で

す
。
本
年
度
の
市
民
編
集
員
は
志
布
志

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
活
躍
し

て
い
る
若
宮
庸の
ぶ
し
げ成
さ
ん
と
中
原
治は
る
た
か孝
さ

ん
、
森
幸
子
さ
ん
の
３
人
で
す
。

８
月
は
人
権
同
和
問
題
啓
発

強
調
月
間
で
す

　

８
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
の
１
か
月

間
は「
人
権
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
」

で
す
。
私
た
ち
の
社
会
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
権
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

人
権
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

お
互
い
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
偏
見
や

差
別
の
な
い
社
会
の
実
現
に
向
け
て
努

力
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
も
身
近
な
こ
と

か
ら
人
権
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
鹿
児
島
県
の
主
な
啓
発
活
動

　

・
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
新
聞
に
よ
る

　

広
報
・
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
（
バ
ス
車

　

体
広
告
）
の
運
行

■
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
人
権
同
和
対
策
課

　

℡
０
９
９
ー
２
８
６
ー
２
５
７
４

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
に

よ
り
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で

す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業

し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
、
幅
広
い
世
代
の
方
が

学
ん
で
い
ま
す
。

　

た
だ
い
ま
平
成
21
年
10
月
入
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
資
料
を
無

料
で
送
付
致
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
学
生
の
種
類

●
教
養
学
部

　

・
科
目
履
修
生　

・
選
科
履
修
生

　

・
全
科
履
修
生

●
大
学
院

　

・
修
士
科
目
生　

・
修
士
専
科
生

■
出
願
期
間　

8
月
31
日
ま
で

 

資
料
請
求
（
無
料
）・
問
い
合
わ
せ
先

●
〒
８
９
２
ー
８
７
９
０

　

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

●
０
９
９
ー
２
３
９
ー
３
８
１
１

　

U
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畑
地
か
ん
が
い
事
業
の
お
知
ら
せ

「
畑
か
ん
利
用
推
進
員
」
調
査
へ
の
協

力
方
に
つ
い
て

　

曽
於
東
部
及
び
曽
於
南
部
を
含
む
畑

か
ん
地
区
は
、
工
事
の
進
捗
に
よ
り
通

水
エ
リ
ア
が
拡
大
し
て
い
ま
す
が
、
茶

園
や
ハ
ウ
ス
を
中
心
に
水
利
用
が
行
わ

れ
て
い
る
一
方
、
普
通
畑
で
の
水
利
用

が
少
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
畑
か
ん
水
を
利
用
し
た
生
産

性
の
高
い
営
農
の
確
立
に
よ
り
、
農
家

所
得
の
向
上
や
大
規
模
産
地
の
育
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
今
年
４
月
か
ら
５
月
に

か
け
て
曽
於
東
部
地
区
の
認
定
農
業
者

を
中
心
と
し
た
担
い
手
の
皆
様
方
の
水

利
用
意
向
調
査
等
を
実
施
し
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
今
回
は
県
が
事
業
主
体
と
な

り
、
東
部
全
域
及
び
南
部
の
通
水
地
区

の
普
通
畑
を
お
持
ち
の
担
い
手
農
家
及

び
法
人
を
除
い
た
受
益
農
家
を
対
象

に
、
畑
か
ん
事
業
や
受
益
地
区
、
畑
か

ん
営
農
に
精
通
し
て
い
る
方
を
「
畑
か

ん
利
用
推
進
員
」
と
し
て
設
置
し
、
多

く
の
受
益
者
に
き
め
細
か
い
水
利
用
推

進
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
今
後
の
水

利
用
意
向
な
ど
を
調
査
・
把
握
す
る
計

画
で
す
。

　

こ
の
「
畑
か
ん
利
用
推
進
員
」
が
受

益
農
家
を
戸
別
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
調
査
期
間　

平
成
21
年
７
月
～
12
月

■
調
査
方
法　
「
畑
か
ん
利
用
推
進
員
」

が
戸
別
訪
問
し
、「
水
利
用
意
向
調
査

票
」
に
よ
り
聞
き
取
り
調
査
し
ま
す
。

　

な
お
、
畑
か
ん
事
業
に
つ
い
て
の
ご

質
問
等
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

●
市
役
所
農
政
課
畑
か
ん
推
進
室

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
４
３
１
）

●
志
布
志
支
所
産
業
振
興
室

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
４
１
１
）

●
松
山
支
所
産
業
振
興
室

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
２
３
２
）

●
県
畑
か
ん
セ
ン
タ
ー

　

℡
４
８
２
ー
２
５
４
７

局
地
的
大
雨
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

　

平
成
20
年
7
月
28
日
に
兵
庫
県
神
戸

市
の
都
賀
川
が
急
激
に
増
大
し
、
河
川

内
の
公
園
で
水
遊
び
を
し
て
い
た
子
ど

も
た
ち
が
流
さ
れ
、
な
く
な
る
と
い
う

災
害
が
発
生
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

局
地
的
大
雨
で
は
、積
乱
雲
（
雷
雲
）

に
よ
っ
て
急
に
強
い
雨
が
降
り
、
降
っ

た
雨
が
低
い
場
所
へ
一
気
に
流
れ
込
む

た
め
、
総
雨
量
は
少
な
く
て
も
、
十
数

分
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

大
雨
等
が
発
生
し
や
す
い
時
期
に
入

り
、
気
象
情
報
等
を
活
用
し
て
天
気
の

急
変
に
備
え
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
気
象
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

U
RL	=	http://w

w
w
.jm
a.go.jp

職員から説明を受ける市民編集員 キオビエダシャクの幼虫被害に遭ったイヌマキ



市役所本庁舎に売店ができました。切手や収入印紙等も販売しています。ご利用ください。（9:00 ～ 15:00 営業）閉庁日は休みです。

�1　市報しぶし■ 2009.7

■基本料金だけの水道利用者の皆様へ　水道料金は、水道メーター器が取り付けてあるだけで、基本料金が発生し
ます。休止の手続きをされますと、水道料金は発生しませんので休止の手続きをお勧めします。又、休止されていた
水道を使用される場合は、1000 円で開始できますので便利な休止制度をご利用ください。

普通救命講習�の受講生を募集！

■日時　9 月 9 日（水）　13 時 30 分～ 17 時
■場所　志布志運動公園武道館
■受講内容　①心肺蘇生法　②ＡＥＤの取扱　③止血法等
■受講料　無料
	問い合わせ・���　北部消防署　℡ 482-0119
 　　　　　　　　　　南部消防署　℡ 477-0119

サマージャンボ宝くじ
住�よいまちづくりに使われます！

　「サマージャンボ宝くじ（市町村振興宝くじ）」が全国の
宝くじ売り場で発売されます。
　この宝くじの収益金は、市町村が行う公共事業費などの
資金として明るく住みよいまちづくりに使われます。
■発売日　7 月 13 日（月）～ 7 月 31 日（金）
■抽選日　8 月 11 日（火）
■当せん金支払い期間
　平成 21 年 8 月 17 日（月）～平成 22 年 8 月 16 日（月）
※この宝くじは通信販売で買うこともできます。
※昨年のサマージャンボ宝くじ（第544回全国自治宝くじ）
　の時効（平成 21 年 8 月 17 日（月））が迫っております。
　再度当せん番号の確認をお願いします。

　
　
　
Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ

ａ
ｔ
ｉｏ

ｎ

太古の森をめぐる
　　　おいしさ、�どころ再発�モニターツアー

　鹿児島県が実施する「豊かな大
隅の食（農・林・漁）と観光ＰＲ
推進事業」の一環として、大隅半
島の森をめぐるモニターツアーを
開�します。大隅半島の太古の森を、一緒に体感してみませ
んか。ご家族やご友人と、ぜひご参加ください。
■日時　７月 30 日（木）7:50 ～ 16:30
■集合場所　垂水港、ｶﾋﾟｯｸｾﾝﾀｰ、鹿屋商工会議所
■募集人員　20 人　定員になり次第締め切り
　　　　　　※香港大学生 20 人が一緒に参加予定
■参加費用　2,800 円（昼食、体験費用含む）
■応募方法　電話又は FAX でご応募ください。
■募集期限　７月 25 日（土）
 問い合わせ・応募�　NPO 法人ローズリングかのや
　　　　　　　℡ 0994-41-8718　FAX0994-41-8719

知っていますか？建退共制度

　建退共制度は、中小企業退職金共済法に基づき建設現場
労働者の福祉の増進と建設業を営む中小企業の振興を目的
として設立された退職金制度です。
　この制度は、事業主の方々が、労働者の働いた日数に応
じて掛金となる共済証紙を共済手帳に貼り、その労働者が
建設業界で働くことをやめたときに建退共から退職金を支
払う制度です。
■特長
　●国の制度なので安全、確実、申込手続は簡単です。
　●経営事項審査で加点評価の対象となります。
　●掛金の一部を国が助成します。
　●掛金は事業主負担となりますが、法人は損金、個人で
　　は必要経費として扱われ、税法上全額非課税となります。
　●事業主が変わっても退職金は企業間を通算して計算さ
　　れます。
　　　加入できる事業主：建設業を営む方
　　　対象と�る労働者：建設業の現場で働く人
　　　掛金：日額３１０円
　ホームページ「建退共」に、制度説明用動画、Ｑ＆Ａな
ど建退共制度の知りたい情報が記載されております。
 問い合わせ�
　建設業退職金共済事業　鹿児島支部　℡ 099-257-9216

2009.7 ■市報しぶし　�0

海上保安�校・海上保安大�校�生採用試験

　海上保安学校・海上保安大学校学生採用試験を下記の日
程で行います。

�校�生 大�校�生

インターネット
7 月 21 日（火）	9:00
　　　から
7 月 28 日（火）17:00

8 月 27 日（木）	9:00
　　　から
9 月 2 日（水）17:00

郵 送・ 持 参 7 月 21 日（火）	～
8 月 4 日（火）

8 月 27 日（木）～
9 月		8 日（火）

第 一 次 試 験 9 月 27 日（日） 10 月 31 日（土）
11 月 1 日（日）

受 験 資 格

昭和 61 年 4 月 2 日以
降に生まれた者で次
に掲げるもの

平 成 元年4月1日 以
降に生まれた者で
次に掲げるもの

1. 高等学校を卒業した者及び平成 22 年 3
　月までに卒業する見込みの者
2. 中等教育学校を卒業した者及び平成
　22 年 3 月までに卒業する見込みの者
3. 高等専門学校の第 3 学年の課程を修了
　した者及び平成 22 年 3 月までに終了す
　る見込みの者
4. 高等学校卒業程度認定試験に合格した者
　等人事院が 1.2. に掲げる者と同等の資
　格があると認める者

 問い合わせ�　志布志海上保安署　℡ 472-4999

『ダグリ岬海水浴場』でバナナボートクルーズ！

　今年の夏、ダグリ岬海水浴場では、
毎週土日限定で、『バナナボートク
ルーズ』が体験できます！（有料）
■料金　１人１回 500 円（小学生以上）
■時間　10：30 ～ 16：30
　夏休みの素敵な想い出に、ぜひ遊びに来てください。
	問い合わせ�　ダグリ岬海水浴場　℡ 473-1061

志布志��とまつり 2009 ゆかたコンテスト

　みなとまつり実行委員会では「ゆかたを着てみなとま
つりに出かけよう」というキャッチフ
レーズのもとゆかたコンテストを開�
します。
　当日ゆかたを着てこられた方はどな
たでも参加できますので、お気軽にご
参加ください。
■日時　7 月 26 日（日）　雨天中止
　受付　18:00 ～ 18:40　審査　18:50 ～ 19:20
■各賞　大会会長賞（1 本）　実行委員長賞（1 本）
　　　　副実行委員長賞（4 本）
※各賞は成人の部、中高生の部、小学生以下の部ごとに準
　備してあります。
 問い合わせ�　志布志��とまつり実行委員�事務局
　　　　　　　℡ 472-1108（志布志市商工�内）

市
報
し
ぶ
し
に
掲
載
す
る

有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す
！

○
企
業
な
ど
の
宣
伝
広
告

○
企
業
な
ど
の
求
人
広
告

○
臨
時
的
な
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

○
商
店
街
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
告
知
な
ど

■
広
告
の
掲
載
規
格

１
枠
当
た
り
縦
56
㍉
㍍
、
横
90
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
と
し
、
１
広
告
当
た
り
２
枠

を
限
度
と
し
ま
す
。
広
告
枠
数
は
毎
月

８
枠
以
内
と
し
ま
す
。

■
広
告
掲
載
料

１
枠
当
た
り
月
額
１
万
円
（
２
枠
の
場

合
は
２
万
円
）

■
広
告
掲
載
申
込
方
法

広
告
掲
載
申
請
書
に
広
告
案
を
添
付
し

て
掲
載
希
望
月
の
前
月
20
日
ま
で
に
本

庁
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
広

告
掲
載
申
請
書
は
本
庁
総
務
課
に
準
備

し
て
あ
る
ほ
か
志
布
志
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
市
報
の
公
共
性
、
公
益
性
及
び
中
立

性
を
保
つ
た
め
掲
載
を
お
断
り
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。（
内
容
を
審
査
の
上

掲
載
の
可
否
を
通
知
し
ま
す
。）

■
市
報
し
ぶ
し
概
要

　

毎
月
12
日
発
行
、
全
面
カ
ラ
ー
印
刷
、

　

発
行
部
数
１
万
４
４
０
０
部

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
総
務
課

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
１
４
）

７月
８月

12日 松下医院（内科、外科、皮膚科） ℡472-1124
  びろうの樹整形外科（整形外科、内科） ℡471-6611
19日 山口内科（内科） ℡473-1188
  びろうの樹整形外科（整形外科、内科） ℡471-6611
20日 藤後クリニック（内科） ℡472-1237
  石神診療所（内科、皮膚科） ℡474-0107
26日 手塚クリニック（内科、外科） ℡472-5565
  みやじクリニック（内科、放、呼、胃） ℡471-5000
２日 大山病院（内科） ℡472-1400
  びろうの樹整形外科（整形外科、内科） ℡471-6611
９日 藤後クリニック（内科） ℡472-1237
  ひろた小児科（小児科） ℡471-6111
16日 東郷クリニック（産婦人科） ℡473-1035
  みやじクリニック（内科、放、呼、胃） ℡471-5000
23日 陽春堂内科診療所（内科） ℡472-5511
  山下クリニック（内・外科、整、脳、理） ℡487-9001

７月・８月 休日在宅医診療

※夜間に病気や怪我で困ったときは「曽於郡
医師会夜間急病センター（曽於郡医師会立病院
内)」までお問い合わせください。（℡482-5899）

※都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機
関は、電話でのテープ案内（℡0986-23-5555）
を行っていますのでご活用ください。

７月

８月

■松山地区　
７月	 大迫建設	 	 ℡ 487-2058
８月	 加世田建設	 	 ℡ 487-2057
８月 14 日	 今井水道	 	 ℡ 487-8868
８月 15 日	 大迫建設	 	 ℡ 487-2058
■志布志地区
７ 月 ７ 日～７月 13 日	 山本組	 ℡ 472-1101
７ 月 14 日～７月 20 日	 宮崎水道	 ℡ 472-1081
７ 月 21 日～７月 27 日	 高吉組	 ℡ 472-0721
７ 月 28 日～８月 ３ 日	 崎田建設	 ℡ 473-0050
８ 月 ４ 日～８月 10 日	 志布志水道	 ℡ 472-3540
８ 月 11 日～８月 13 日	 山本組	 ℡ 472-1101
８ 月 14 日	 	 高吉組	 ℡ 472-0721
８ 月 15 日	 	 宮崎水道	 ℡ 472-1081
８ 月 16 日～８月 17 日	 山本組	 ℡ 472-1101
８ 月 18 日～８月 24 日	 宮崎水道	 ℡ 472-1081
■有明地区
７ 月 ５ 日～７月 11 日	 郡山工業	 ℡ 475-0008
７ 月 12 日～７月 18 日	 西江建設	 ℡ 474-2113
７ 月 19 日～７月 25 日	 山中水道建設	 ℡ 474-1440
７ 月 26 日～８月 １ 日	 有徳設備工業	 ℡ 475-1596
８ 月 ２ 日～８月 ８ 日	 郡山工業	 ℡ 475-0008
８ 月 ９ 日～８月 12 日	 西江建設	 ℡ 474-2113
８ 月 13 日	 	 山中水道建設	 ℡ 474-1440
８ 月 14 日	 	 有徳設備工業	 ℡ 475-1596
８ 月 15 日	 	 郡山工業	 ℡ 475-0008
８ 月 16 日	 	 西江建設	 ℡ 474-2113
８ 月 17 日～ 8 月 22 日	 山中水道建設	 ℡ 474-1440

水道修繕当番店



28 日本脳炎予防接種2期（13:30～13:50受付 有明改善センター）

※  志布志支所での母子手帳交付は毎週月曜日の午前中に福祉課窓口で行います。
※1  場所・時間の詳細は、対象者に配布される受診票をご覧になるか、本庁保健対策係にお問い合わせください。
※2  法律相談は事前予約制になります。志布志支所地域振興課　℡472-1111（内線352）までご連絡ください。
※3  法律相談は事前予約制になります。本庁総務課行政係　　　℡474-1111（内線225）までご連絡ください。

志布志市くらしのカレンダー

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
日本脳炎予防接種２期（13:00～13:30受付 やっちくふれあいセンター）

子育て講座（10:00～11:30 はぐくみランド）

日本脳炎予防接種2期（13:30～14:00受付 志布志支所1F会議室）
3歳児健康診査（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

第5回創年市民大学学園祭  子どもフェスタ2009inやっちく（25㌻参照）

三種混合予防接種（13:30～14:00受付）※1

法律相談（13:00～15:00 本庁3階会議室 要予約）※3
心配ごと相談（10:00～15:00 老人福祉センター松山）
1歳児歯科相談（9:30～10:00受付 宇都鼻農村研修センター）
育児相談（10:30～12:00 宇都鼻農村研修センター）
二種混合予防接種（13:30～13:50受付 有明改善センター）

2913

7/12
特定健診、がん検診（志布志地区）（7:30～9：00受付）※1

14
特定健診、がん検診（志布志地区）（7:30～9：00受付）※1
育児学級（9：45～10：00受付 やっちくふれあいセンター）
育児相談（10：30～12：00 やっちくふれあいセンター）
献血（9:30～10:30受付 あおぞら農業協同組合西部支所）
　　（11:30～12:30 あおぞら農業協同組合）
　　（14:00～16:00 市役所本庁）

30

15
心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
女性支援相談（13:00～17:00有明改善センター）
年金移動相談所（10:00～15:00 本庁別館1階B会議室）
第4回創年市民大学「塩川 哲郎」（24㌻参照）
特定健診、がん検診（志布志地区）（7:30～9：00受付）※1
母子手帳交付（13：30～16：30 本庁保健課窓口）

8/1

16
行政相談（13:00～16:00 志布志支所5F会議室）
つどいの広場（10:00～12:00 安楽地区公民館）
特定健診、がん検診（志布志地区）（7:30～9：00受付）※1
１歳６か月児健康診査/麻しん風しん混合予防接種
　　　　（13:00～13:30受付 健康ふれあいﾌﾟﾗｻﾞ）

2

17 特定健診、がん検診（志布志地区）（7:30～9：00受付）※1

5歳児歯科検診（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

3

18

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
心配ごと相談（10:00～15:00 市民センター有明）
女性支援相談（13:00～17:00有明改善センター）
母子手帳交付（13：30～16：30 本庁保健課窓口）
麻しん風しん混合3期予防接種（13:00～13:30受付 やっちくふれあいセンター）

4

5

肺がん検診（有明地区）※1
両親学級（9:30～9:40受付 健康ふれあいプラザ）
三種混合予防接種（13:30～13:50受付 有明改善センター）
肺がん検診（有明地区）※1
麻しん風しん混合3期予防接種（13:30～14:00受付  健康ふれあいプラザ）
1歳児歯科相談（9:30～10:00受付 健康ふれあいプラザ）
育児相談（10:30～12:00 健康ふれあいプラザ）

第6回創年市民大学「原口 泉」（24㌻参照）

霧岳・いやしの森ハイキング（8:00 川路公民館）

肺がん検診（有明地区）※1
麻しん風しん混合3期予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）
二種混合予防接種（13:30～13:50受付 有明改善センター）
1歳児歯科相談（9:30～10:00受付 やっちくふれあいセンター）
育児相談（10:30～12:00受付 やっちくふれあいセンター）
肺がん検診（有明地区）※1
乳児健康診査/BCG予防接種（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

6

7

8

9

10

年金移動相談所（10:00～15:00 老人福祉センターホール）
心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
肺がん検診（有明地区）※1
2歳児歯科検診（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
母子手帳交付（9:30～12:00 松山支所市民課窓口）

11

12

大谷山ハイキング大会（7:30 尾野見小学校集合）

19

20

(日)

海の日

21 心配ごと相談（10:00～15:00 老人福祉センター松山）
法律相談（13:00～15:00 志布志支所5F会議室 要予約）※2

心配ごと相談（10:00～15:00 市民センター有明）
肺がん検診（有明地区）※1

22 心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
肺がん検診（有明地区）※1
三種混合予防接種（13:00～13:30受付 やっちくふれあいセンター）
母子手帳交付（9:30～12:00 松山支所市民課窓口）

23

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(土)

(日)

(月)

(火)

(日)

肺がん検診（有明地区）※1
2歳児・5歳児歯科検診（13:00～13:30受付 やっちくふれあいセンター）
二種混合予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）

24 肺がん検診（有明地区）※1

二種混合予防接種（13:30～14:00受付 健康ふれあいプラザ）

親子いっしょに！とうちゃん講座（9:30～ 有明開田の里公園）
25

26 2009志布志みなとまつり

肺がん検診（有明地区）※127
日本脳炎予防接種2期（13:30～14:00受付 志布志支所1F会議室）

日曜当番医は41ページに掲載しています

(水)

(木)

31
(金)

(土)

(日)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(月)

(火)

(水)

有明校区ふれあい移動市長室（19:00～ 有明青少年館）

編集・発行　志布志市役所総務課　〒 899-7492　鹿児島県志布志市有明町野井倉 1756 番地
℡	099-474-1111　Fax	099-474-2281　E-mail=info@city.shibushi.lg.jp　URL=http://www.city.shibushi.lg.jp
● 8 月号は 8 月 12 日に発行予定です。

　
　
　

編
集
後
記

▼
今
回
、
特
集
で
若
浜
地
区
の
企
業
を
取
材

し
ま
し
た
。
▼
ま
ず
、
建
物
が
と
て
も
大
き

い
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
▼
ま
た
、
大
き

な
船
や
重
機
、
ト
ラ
ッ
ク
と
普
段
の
生
活

と
ス
ケ
ー
ル
の
違
い
に
驚
く
ば
か
り
で
し

た
。
▼
市
で
は
、
こ
の
私
た
ち
の
財
産
と

も
い
う
べ
き
「
志
布
志
港
」
の
見
学
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
特
集
内
に
申
し
込
み
先

が
あ
り
ま
す
の
で
、
一
度
は
見
学
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
▼
と
こ
ろ
で
、

最
近
、
暑
い
日
が
続
き
「
冬
が
懐
か
し
い
」

と
思
っ
た
り
し
ま
す
が
、
冬
に
な
る
と
そ

の
逆
に
「
暑
い
日
が
懐
か
し
い
」
と
思
う

も
の
で
す
。
▼
７
月
は
ダ
グ
リ
岬
海
水
浴

場
で
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
も
楽
し
め（
40
㌻
）「
み

な
と
ま
つ
り
」
も
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
そ
の
時
期
に
そ
の
場
所
で
し
か
で
き
な

い
こ
と
を
楽
し
む
こ
と
が
豊
か
な
田
舎
暮

ら
し
で
は
大
切
で
す
。
皆
様
も
こ
の
夏
を

ぜ
ひ
楽
し
く
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。（
山
本
）

　

７
月
・
８
月
の
行
事
予
定

げ
ん
き
市
（
昭
和
通
付
近
）

　

毎
週
金
・
土
曜
日
（
９
時
～
15
時
）

戌
の
市
（
宝
満
寺
跡
）

　

7
月
16
日
、
28
日
、
８
月
10
日

花
野
果
市
（
田
之
浦
ふ
る
さ
と
交
流
館
）

　

７
月
26
日
（
９
時
～
12
時
）

駅
通
り
会
土
曜
朝
市
（
ア
ピ
ア
前
駐
車
場
）

　

毎
月
第
１
、第
３
土
曜
日（
７
時
～
11
時
）

掘
り
出
し
物
市（
そ
お
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
）

　

7
月
13
日
、
８
月
10
日
（
10
時
～
）

漁
協
直
売
店
び
ろ
う
は
も
市（
し
ぶ
し
ア
ピ
ア
）

　

第
２
・
４
日
曜
日
（
10
時
～
16
時
）

【
市

報
し

ぶ
し

設
置

一
覧（

順
不

同
）】  市

役
所

本
庁・市

役
所

各
支

所・市
文

化
会

館
・図

書
館・公

民
館・ボ

ル
べ

リ
ア

ダ
グ

リ・蓬
の

郷・健
康

ふ
れ

あ
い

プ
ラ

ザ・蓬
原

郵
便

局
・

有
明

郵
便

局
・

鹿
児

島
銀

行
志

布
志

支
店

・
鹿

児
島

銀
行

有
明

出
張

所

・四
季

彩
館

ほ
り

ぐ
ち

志
布

志
店・ニ

シ
ム

タ
志

布
志

店
・ホ

ー
ム

マ
ン

北
山・ス

ー
パ

ー
ぬ

き
ざ

こ
Nukk店・さ

ん
ふ

ら
わ

あ
待

合
室

・Ａ
コ

ー
プ

あ
お

ぞ
ら

店・ア
イ

シ
ョ

ッ
プ

JA有
明

西
部

店・あ
お

ぞ
ら

一
丁

目

・
ア

イ
シ

ョ
ッ

プ
安

藤
・

ア
イ

シ
ョ

ッ
プ

伊
﨑

田
・

サ
ン

ポ
ー

ト
し

ぶ
し

ア
ピ

ア
・

タ
イ

ヨ
ー

志
布

志
店

・
サ

ン
キ

ュ
ー

西
志

布
志

店
・

ア
イ

シ
ョ

ッ
プ

志
布

志
北

店
・

フ
ァ

ミ
リ

マ
ー

ト
志

布
志

見
帰

店


